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１、人類が生まれてくるずっとずっと前にはもう












　パトリック・オースティンは敬虔けいけんな祭司だ。

　片田舎の小さな村の、小さな教会で、努めて善良に暮らしていた。

　朝は農家の次に早く起き、古い教会を清めた後まず祈る。

　午前の仕事を終えた村人たちがやって来るので、彼らに主神の御言葉を説く。

　祈り終えた後には、仕事に戻る彼らから少し大きい子供を預かり文字を教えるのだ。

　本音を言えばもっと小さい頃から子供たちに教育を施したいが、人手が足りない。

　合間に、求められれば医者の真似事をしたりもする。

　本物の医者は隣の街にしかいないため、小さなことならパトリックが済ますのだ。






　清貧を良しとする祭司の中でも、パトリックは特に清い生活をしていた。

　全ては、より善き心で主神へと仕えるため。

　孤児院で美しい主神の像を見た時から、パトリックの魂は主神のものだった。






　物心ついた時には、親はいなかった。

　だから、パトリックに物事を教えたのは、孤児院の先生たちだ。

　そして彼らが参照するものは、常に主神の教えであった。

　他者に慈愛を持って接せよ。

　親切であれ、正直であれ、勤勉であれ。

　世俗とは混沌であり、人々は容易にその中で善性を見失ってしまう。

　だからこそ、主神に仕える祭司はそこから一歩身を引かねばならない。

　理性と慈愛をもって世界を見つめ、正しい道へと人々を導くために。

　当然の帰結として、パトリックの生活は常に清らかだった。

　思考の鈍る飲酒はもとより、賭け事も争い事も忌避して生きてきた。

　色欲についてもそうだ。

　祭司の中には家庭を持つ者もいるが、パトリックはそれを良しとしなかった。

　恋愛に狂って、主神の教えを忘れた人間を幾度か見た。

　物心ついた時には、パトリックの親はもういなかった。

　身分違いの駆け落ちをした挙句に、生活苦で死んだらしい。

　貴族であった父親の家族はパトリックを引き取らず、平民であった母の家族は厳しい暮らしのためこの世を去っていた。

　最終的に、赤子だったパトリックは、高額な寄付金と共に孤児院へと捨てられたのだ。

　父親とその親族が、良心の呵責かしゃくを避けるための大金だった。

　そのおかげでと言うべきか、孤児院で飢えることはなかったが。

　全ては、実の両親がお互いを求めるあまりに知性を失ったから起こったことだ。

　もし正常な判断力があれば、父と母はもっと平穏な人生を選び取ることができただろう。

　そしてこの世に不幸な孤児を一人増やすような、悪徳を積まずに済んだ。

　自分の来歴から、パトリックはこと恋愛に関しては決して関わらないと決めていた。

　誰かと体を交えるなど、もってのほかである。

　パトリックにも肉欲が湧く時はあったが、そんな時には裏の井戸水を使って行水をした。

　地下深くから汲み出された水は刺すように冷たく、パトリックの煩悶はんもんを散らしてくれた。






　パトリックにとって、色欲も恋情も遠ざけるべき感情であり、そしてその信条通り二十六歳の今日この日まで完璧に遠ざけてきたものである。






　今日、目覚めた瞬間に寝台の中で眠る全裸の女を発見するまでは。






「うわ、うわぁああああぁあぁ!?」

「わっ何」

　パトリック渾身の叫びを聞いて、シーツの女人が跳ねた。

　肌色だ。熟れる前の桃のような、瑞々しい肌。

　ろくに服も着ていない状態の女が、腕の中でもぞもぞと動く。

　鼻腔を、えも言えぬ甘い匂いがくすぐる。

　腹の奥が熱くなり始めるのを感じ、慌てて心の中で聖句を誦しょうした。

　彼女の髪が揺れる。

　蜂蜜のような金色の、無造作に流された肩よりも少し長いくらいの髪。

　緩慢に起きまぶたを擦る動作は完全に寝起きのそれであるのに、寝癖はどこにも見当たらない。

　整えたてのように艶やかな髪から、二本の赤黒い小さな角が生えていた。

　おそらく、シーツの中の見えない尻には、つるりとした尻尾が生えているのだろう。

　――淫魔だ。

　人間の劣情を喰らい、程々に腹を満たし去っていく魔物。

　害があるか無いかで言えば、さほど無い。

　したがって、懸賞金がかけられることも滅多に無い。

　好色な人間のもとによく現れ、概ね合意で食事に及ぶ。

　もし自ら淫魔に会いたいと願うなら、寝室の窓辺に新鮮なミルクの入ったコップを置くといい。

　彼ら彼女らはそれを人間の精液と間違えて――本当に、そんな馬鹿馬鹿しい間違いが起こるかについては、パトリックは疑問を持っているが――訪おとなってくれるらしい。

　たまに、家に住み着いていた妖精ブラウニーを怒らせる事故もあるそうだが。

　事態を飲み込めないまま固まっているパトリックの前で、淫魔が瞬きをする。

　長い睫毛が蝶のようにはためいて、魔物であるくせに妖精のようだ。

　淫魔は獲物の理想の容姿をとるらしいので、これは自分の好みを反映しているのであろう。

　その証拠に、あからさまに自分の心臓が早鐘を打ち始めている。

　潤みをたたえたピンクの目が、パトリックを捉えてから笑みを形作った。

　人間の劣情を誘う、蠱惑的な表情。

　頭の中で、再び聖句を誦する。

　自分は聖職者だ。

　魔物如きの誘惑に屈するわけにはいかない。

「やっと起きたんだ、昨夜は凄かったね」

　ざわり、と背筋が粟立つ。

　昨夜ってなんだ。

　自分は、定刻通りに寝台に入ったはずだが。

　もしや覚えていないだけで、何かあったのか。

　無意味に自分の手を軽く握って広げるが、なんの感触も思い出せない。

　目前の柔らかな肌は、触れるときっと温かく吸い付くのだろう。

　否応なしに、不安が巡り始める。

　さっぱり覚えていないが、もしかすると自分はこの淫魔の誘惑に屈したのかもしれない。

　パトリックの頭の中で、想像上の昨夜が再生される。

　粗末な寝台で眠る己の上に、影が差す。

　月光を背に現れたのは、静かに微笑む淫魔だ。

　何も知らずに眠っているパトリックのシーツを奪い、代わりに極端に肌の露出が多い彼女が、ゆっくりとのしかかる。

　照りのある薄い爪がついた指先が、パトリックの服の中に入る。

　自分よりも少し冷たい体温に、小さく呻き声をあげた。

　まるで感触を楽しむように白い手が這い回り、ゆっくりと鼠蹊部へと――。

「…光さすところに生える花に触れよ、三つのうち一つを摘み、三度の冬の後にまた一つに触れよ」

「うわ急に何怖」

　不埒な妄想が脳を占めようとしたので、急いで聖句を唱えた。

　パトリックのように神聖魔法を使えない者の言葉であっても、淫魔にとってはそれなりに不快なものらしい。

　先ほどまで余裕しか感じられなかった彼女の顔が、忌々しげに歪む。

　心なしか、物理的な距離も開いた。

　もっと格の高い聖職者であれば、退散させることも可能だっただろう。

　淫魔が軽く頬を膨らまして、細い腕をパトリックの首に回す。

　どこもかしこも柔らかい感触が、布越しでもはっきりとわかる。

　瑞々しいピンクの瞳に見つめられると、やけに喉が乾いた。

「もう、神なんかに祈るなら、今じゃなくていいでしょ。それよりもっと…気持ちいいことしよ？」

　淫魔とは、夜に現れる魔物ではなかったか。

　シーツの中から角と同じく赤黒い尻尾が、衣ずれの音と共に現れてパトリックの唇を軽く突いた。

　甘い匂いがする。精神が鈍って、ぼうっとしてくるような匂いだ。

　気付けば、淫魔の整った顔立ちがすぐそこにあった。

　身動みじろぎでもすれば、唇と唇が触れ合ってしまいそうなほど近い。

「お兄さんのドーテー、私がもらってあげる」

　淫魔の言葉が脳に届いた瞬間、パトリックは両腕を前に突っ張った。

　体の軽い淫魔が、小さく声を上げて後ろへと突き飛ばされる。

　粗末とは言え寝台の上なので、大して痛くはなかったようだ。

　パトリックは反射的に罪悪感を覚えたものの、相手の反応の軽さに安心する。

　そもそも、魔物というのは大抵人間よりも丈夫だが。

「ちょっと、なにするの！」

「黙れ淫魔！　私は誘惑に屈しない！」

　淫魔は、童貞をもらうと言った。

　つまり現段階で、パトリックは童貞。

　昨夜何があったにせよ、自分は禁欲の誓いを破ったわけではないのだ。

　そういうことなら、淫魔に怯む必要などない。

　彼女がどれだけ淫らな格好で淫らな言動をしようが、つっぱねて仕舞えば終わりの話だ。

　すっかり自信を取り戻したパトリックに、淫魔の方は何度か瞬きをした。

　童貞を食ったことは、何度かある。

　彼らは大抵自分に性行為の経験がないことに引け目を感じており、淫魔じぶんの訪いがあれば洗礼を受けた時よりも喜んでいたものだが。

　もし彼が男の方が好きだというのなら、そっちに変身しても良い。

　しかしそもそも、この姿はパトリックの精神を探って作った彼の理想の恋人である。

　細いウェストに豊満な胸、小ぶりできゅっと上がった尻。

　少々現実離れしているほどに美しい体型な上、顔だってまるで妖精みたいに整っている。

　それに、彼は確かに起きた瞬間自分を見て欲情していた。

　人間にはわからないかもしれないだろうが、淫魔にははっきりとわかる。

　食欲をそそる、性の匂いだ。

　ついでに言えば、初物の匂いでもある。

　この淫魔自身は獲物の経験人数にこだわりはないが、他の同族には初物それ専門の奴までいる。

　曰く、人間の純潔を散らすのは、好色な人間を食うのとは全く違う良さがあるのだとか。

　腹に満ちれば、どの精気も同じだと思っていた淫魔は、それを首を傾げて聞いていた。

「そもそも、ここは教会だ。村には独り身の人間なぞそれなりにいるというのに、なぜよりにもよってここに入り込んだんだ」

「あれ、覚えてないの？　……そう」

　パトリックの言葉に、淫魔がしゅんとする。

　いたいけな素振りで落ち込まれると、良心が痛んだ。

　目の前の半裸の女は魔物で、人間が心を移すべき存在ではないというのに。

　ツノと尻尾以外、見た目が人間と遜色ないせいで、どうにも感情が引っ張られてしまう。

「まあいいや、じゃあ説明するね」

　パトリックの煩悶をよそに淫魔は明るく顔を上げ、この奇妙な朝についての経緯いきさつを説明し始めた。

















２、めでたくない日もケーキを食べたい












　リリにはそれなりの自信があった。

　常夜森で生まれて、それから百年と少し。

　まだまだ魔物としては若輩であるが、それでも上手く生き延びてきた。

　種族は、淫魔。

　栄養源は基本的に人間の精気で、獲物と身体を重ねることでそれを摂取する。

　まれに一人から奪いすぎて相手を殺してしまう個体も存在するが、基本的にはさほど凶悪ではないタイプの魔物である。

　だから、人間に討伐されることもほとんどない。






　それどころか、淫魔は一部の人間には歓迎される存在だった。

　何しろこの種族はその名の通り淫乱で、それに獲物の理想を反映した姿になる。

　捕食という名の睦むつみあいは、そこらの人間同士でやるよりもずっと刺激が強かった。

　だから、淫魔と人間はある種の共生関係にあった。

　――一部の不心得者を除いては。






「いたぞ！　回りこめ!!」

「殺すなよ、鮮度が落ちるとまずい」

「あっちだ！」






　どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　リリは、息を切らせながら走り続ける。

　淫魔の体は、人間とさほど変わらない作りをしている。

　人間並みに薄い皮膚を持っているのに裸足のまま走っているせいで、足の裏から血が出ている。

　魔物の身体は大抵丈夫だが、淫魔は例外だ。

　病気にこそ強いものの、怪我に対してはあまり耐性がない。

　捕食方法が性交であるし、相手に合わせて変身もする。

　だから、丈夫な外殻などはむしろ邪魔だったのだ。

　日が落ちているせいで、ひと目では血痕が分からないことだけが唯一の救いだろうか。

　しかしがむしゃらに走り続けても、彼らが自分を見失う気配はない。

　立ち止まってしまいたいが、追手がいる限りそうもいかない。

　大きくも小さくもない、平凡な街だった。

　今までと同じように盛り場に行って、当たり前に適当な男と宿屋へとしけ込んだ。

　相手には自分が淫魔であることを明かし、最高の夜を過ごそうと約束したのに。

　どこから仕組まれていたかはわからないが、罠であったことは確かだ。

　いざことに及ぼうと寝台に上がった瞬間、枕の下に隠してあった大振りのナイフで斬り付けられた。

　人間の狩りの対象になることはほとんどない淫魔も、まれに彼らの凶刃にさらされる時がある。

　淫魔の体液は、最高の媚薬。

　枯れ果てた老人でも春を思い出し、頑なに貞節を守っていた人間でも同じ部屋の相手を襲わずにはいられなくなる。

　様々な事情や企みを抱えた王侯貴族や金持ちが、時たまこうして淫魔を捕まえようとするのだ。

　このままでは生きたまま捕まえて、新鮮な素材として扱われる。

　食事も取り損ねた上に、他人のセックスのために命を奪われるなど御免である。

　喉から血を滲ませながらも、リリは必死で走った。

　人気のない、夜の路地裏だ。

　若い女の姿を取っていても、それを見て助けてくれる人間はいない。

　それに、ほとんど裸の状態だ。

　小ぶりなツノを見逃すことはあっても、長く細い尻尾を見れば人間と間違えることはない。

　いかに人間とそれなりにうまくやっているとはいえ、魔物は魔物。

　積極的に庇ってくれる人間など、いるわけがない。

　走り続けていた足が、もつれる。

　せめて、大通りに出ることができれば。

　他の人間たちが邪魔になって、ハンターたちも足が鈍るだろうに。

　少しでも明るい方へと、必死で走る。

　ずいぶん前から、足首から下の感覚がない。

　自分は、ここで死んでしまうのだろうか。

　喉元まで、絶望が迫り上がってくる。

　それでもへたり込んでしまう気にはなれなくて、何かの建物の裏口に手をかけた。

　驚くべきことに、開いている。

　確かにこの街はさほど治安も悪くないが、そこらの扉というのは施錠されているのが基本だ。

　しかし考える時間はない。

　角の向こうからは、この数時間ですっかり聴き慣れた足音が迫ってきている。

　魔物は神に祈らない。

　だからリリは、息を殺して世界に念じ続けた。

　どうかこのまま、通り過ぎてくれ。

「どうしました」

　外側に向けて神経を研ぎ澄ましてたから、背後から人が近づいてくるのに気づくのが遅れた。

　振り返ると、襟の詰まった服を着た男が立っていた。
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　祭司の装束に身を包んだ青年は、職業の割りにガタイがいい。

　日がな一日神なんてばかばかしいものに祈っている奴らだと思っていたが、もしかするとリリが知らないだけで肉体労働をこなしていたりするのだろうか。

　見かけるたびに思うが、この無駄に布地が多くて肌を隠す服装には、どんな意味が込められているのだろう。

　彼らの教義に従えば、せっかく神に愛されているのだから、もっと開放感のある格好をすればいいのに。

　一瞬、どうでもいいことで思考が埋め尽くされる。

　その直後、思考が現実に立ち返る。

　――まずい所に、転がり込んでしまった。

　鍵が開いていたのも、当然だ。

　教会は基本的に、来るものを拒まない。

　人間と淫魔は積極的に対立しているわけではないが、神に仕えるような物好きは別だ。

　神のことを認めていない魔物たちのことを、彼らは忌み嫌っている。

　魔という字に悪い意味を込めたのだって、この一群なのだ。

　リリと祭司は、しばらくの間無言で見つめあった。

　荒くなったリリの息遣いだけが、教会の中で響く。

　扉の向こうから、足音が近づいてくる。

　古びた板が、乱暴に叩かれた。

　思わず、肩が竦む。

　目の前の人間から目を離して、自分を追ってきた脅威の方を見てしまう。

　扉一枚隔てた向こうでは、男たちがリリの髪を掴んで引きずっていこうと構えている。

　祭司は身を縮こめるリリを一瞥いちべつしたあと、扉の向こうへと声をかけた。

「どうかなさいましたか」

　落ち着いた、低い声だ。見た目よりも瑞々しい。

　このガタイのいい男は、まだそこそこ若いようだ。

　ガチャガチャと音を立てるドアノブを、よく見れば片手で握り締め固定している。

　鍵を閉める暇がなかったから、握力だけで開くのを阻止しているらしい。

　向こう側のハンターも成人男性であったはずだが、祭司は平然とそのまま扉を閉め続けた。

　どんな握力だよ。

「魔物がここに逃げ込んだ、退治するから開けてくれ」

　祭司の澄んだ翠の目が、再びリリに向かう。

　頭には二本の小さなツノ、腰の下からは細長い尻尾。

　この姿を見れば、追われている魔物が誰かは一目瞭然である。

　逃げ道を求め視線を彷徨わせるが、追手と反対側の扉を抜けていけば出る場所はおそらく礼拝堂だ。

　もし他に人間がいれば、あっという間に捕まってしまうだろう。

　教会の連中は、淫魔のことを忌み嫌っている。

　リリはもう、全ての人間が怖くなっていた。

　美味しそうな獲物でしかなかったはずの彼らは、いまや凶悪な捕食者だ。

「危険な魔物は、こちらには来ていません」

「……この辺りで入り込めるような場所は、ここだけだ。開けろ」

　ドスの聞いた声だった。

　祈るだけが能の祭司には、さぞ恐ろしげに響いたに違いない。

「わかりました、どうぞ」

　ここまでか、とリリは静かに顔を伏せた。

　扉が開く音がする。同時に、視界が真っ暗になった。

　一瞬精神的なものかと思ったが、そうではない。

「おい、見つかったか」

「どこにもいねえじゃねえか」

　布を一枚隔て、ハンターの粗野な声が聞こえる。

　何事かと顔を上げると、視界一杯に祭司の脚が見えていた。

　彼の着ているローブのせいで見えなかったはずの、逞しい下半身を包むズボン。

　それを認識してからやっと、リリは自分が彼のローブのなかに匿かくまわれたのだと理解した。

「くそ、はずれか」

「ここじゃないなら、捜索範囲を広げねぇと……」

「飲み屋街の方に逃げられてると、厄介だぞ」

「もういいか？　殺気だった人間は神の東屋あずまやに相応しくない」

「気取りやがって…おい、手分けして探すぞ」

　同じ種族でも、仲良くできるとは限らない。

　リリにとっては幸運なことに、魔物を狩る人間と祭司というのは不仲であるようだった。

　そう言えば確か、教会は無益な殺生を禁止してるのだったか。

　獲物を見失ったハンターたちは、荒々しい足音を遠ざけていく。

　扉が閉まる音、静寂が小部屋の中に戻る。

「出てきていいぞ」

　その声にハッとして、リリは痛む身体を引き摺って暗がりから出た。

　新鮮な空気が、肺に満ちる。

「……部屋を出て右にまっすぐ行けば、搬入口がある。そこから行けば、見つからないだろう」

　リリは目を見開いた。

　自分は、夢でもみているのだろうか。

　まさか人間が、同胞を裏切ってまで助けてくれるなんて。

「早く行け」

　確かにここでぼやぼやしていると、またハンターが近づいてくるかもしれない。

　リリは全身の痛みを感じながら、最後の力を振り絞って指し示された方向を駆け出した。

　頭の中では、何度も何度も今起こった奇跡のことを考えながら。

　人間に助けられるなんて、初めてだ。

　それも、神に仕えるような頭のおかしい奴に！

　神に感謝なんて気持ち悪いことはできないが、あの男には多大な恩が出来てしまった。

　言葉を持つ魔物は、恩も仇も忘れない。

　だから、いつか必ず彼に恩返しをしに行こう。

　自分を助けた人間の顔を記憶に焼き付けながら、リリは搬入口から外へと飛び出した。

















３、軋むベッドの上でやましさ持ち寄り












「――で、それがどうして私のベッドに淫らな格好で潜り込む理由になるんだ」

　淫魔…リリの長い話を聞かされたあと、パトリックはまずそう問いただした。

　数年前の思い出なのでおぼろげだが、確かに自分は昔淫魔を助けたことがある。

　この村に来る前、独り立ちのため都会の数人の祭司がいるようなところで修行していた頃のことだ。

　助けた理由は簡単で、無益な殺生は教義に反するからだ。

　あの時いた街には人を殺す淫魔の噂はなかったし、追手のハンターたちは明らかに正規の依頼を受けた奴らではなかった。

　あえて狩られる淫魔の目的など、それなりに限られている。

　神の教えに従う者として、当然の功徳を果たしただけだ。

　それにしてもこの淫魔、どうやって自分の居場所を突き止めたのか。

　あとでそれも問い質さなければなるまい。

「淫魔のする恩返しなんて、決まってるでしょ？」

　パトリックは静かに、眉間のシワを深くした。

　確かに、薄々わかっていた。

　この、人間はみんな性的に充実することが幸せなのだと思い込んでいるらしい魔物は、良かれと思って聖職者の寝台へと侵入したのだ。

　性交からあえて距離を取っていない祭司でも、淫魔のような魔物は遠ざける。

　主神は魔物と関わるなかれと教えている。

　だから、神を信じる者は魔物と長話をしたりはしない。

　魔物である彼女は、貞淑を誓っている人間の存在など知らないのかもしれない。

　パトリックの沈黙をどう受け取ったのか、リリはピンクの目を輝かせて笑いかけてきた。

「あの時は、本当にありがとう！　お礼に、お兄さんの童貞もらってあげるね」

「結構だ」

　再び接近し抱きつこうとしてきた淫魔の両肩を押して、自分から離す。

　柔らかくてすべらかな感触を、手のひらに感じてしまう。

　こんなに華奢な生き物でも、魔物は魔物だ。

　油断すべきではない。

　淫魔は自分が断られたことが心底意外であったらしく、大きな目を瞬かせた。

　長い睫毛を見ていると、人形を相手にしているような気分になってくる。

　淫魔は獲物の好む姿をとるというが、自分はこんな女性にょしょうが好みだったのか。

　そこまで考えてから、内心で首を振る。

　余計なことを考える必要はない。

　今後一生、自分は誰かと身体を重ねる予定はないのだから。

「どうして!?　淫魔との初めてだよ!?　意識はぶっ飛ぶし、溶けちゃうくらい気持ちいい、最高の初体験だよ！」

「いかにも淫魔だな。いいか、魔物。この世にある喜びの中で、快楽など下の下に過ぎない。本当の喜びとは、主神の教えの通り……おい、なんだその目は」

　まるで八百屋で売られているしなびた葉野菜を前にしたかのような表情で、淫魔がパトリックを見る。

　神を信じない人間相手に説法を行ったこともあるが、こんな目で見られるのは初めてだ。

「ヤったこともないのに、よくそんな分かったようなことを…」

　こいつ……。

　一瞬頭に血が昇りかけたが、パトリックは腹に力を入れてその感情をいなす。

　相手は魔物で、しかも色欲が生態に組み込まれているような生物だ。

　安い嘲りを受けて怒り出すなど、祭司にふさわしい振る舞いとは言えない。

「やらずとも分かる、耽溺した挙句身を崩し周囲に被害を及ぼすこともあるような行為に真の喜びなど存在しない」

「拗らせている……」

　ボソリと呟かれた言葉に込められた意味はよくわからなかったが、ネガティブな内容であることだけは理解できた。

　淫魔相手にムキになるべきではないと頭では分かっているのに、どうにも癪に障る。

　何か言い返してやりたい。

　その一心で、パトリックは口を開いた。

「では、お前はどうなんだ」

「私？」

　パトリックの言葉に、淫魔がまたぱちくりと瞬きをする。

　人間の精を貪る魔物のくせに、その所作は妙に素朴だ。

　相手が理想とする容姿になれるのだから、動きで色気を強調する必要はないのかもしれない。

「随分と人の信仰を馬鹿にしているようだが、お前こそ神に仕えたことはあるのか？　その喜びを知らぬまま分かったような態度を取るなど、お前こそ〝拗らせている〟のだと思うが」

　やや苦しい物言いだった。

　パトリックは人間にとっては神に仕えることが無常の幸福であると確信しているが、神の教えは魔物に祝福を与える物ではない。

　だから、リリが信仰による幸福を知らなくとも、なんら問題を感じるようなことではないのだが。

　しかし彼女には、パトリックの言葉が覿面てきめんに効いたらしい。

　ピンクの丸い目を怒らせて、素早く息を吸う。

「私とのセックスより神の＊＊舐める方がいいって!?　どうかしてる!!」

　早朝に、大声で口汚く叫ぶのは勘弁願いたい。

　ここは田舎で、噂が回るときは素早く満遍なくだ。

　我が神聖なる教会に淫魔がいることが明るみに出れば、昼の礼拝には誰も来なくなるだろう。

　それどころか、中央に通報されて自分は祭司の資格を剥奪される上――破門もされるに違いない。

　中央は不祥事として隠したがるだろうが、新聞社はそういう物に限って嗅ぎつけるのがうまい。自分の話が一面に載るのを想像して、クラクラした。

　今からでも、よく動く小さな唇を手で押さえて、向こうの森にでも捨ててくるべきかもしれない。

「信っじらんない…いいわ、分かった。そこまで言うなら、乗ってやろうじゃない」

　何に乗ろうと言うのだ。

　パトリックは自分の言葉を、内心で反芻はんすうする。

「あのクソッタレに仕えるなんて、考えただけでも尻尾がもげちゃいそうだけど、いいわ。その代わり、あんたは私とのセックスがあのクソッタレへのご、オェ…ご奉仕……より気持ちよかったなら、ちゃんと認めるのよ！　みてなさい、脳みそドロッドロに溶かして淫魔とのセックスのことしか考えられないようにしてやるんだから！」

「神のことをク、ク…ソッタ、レとか呼ぶな」

「はいはい、わかりましたぁ～。じゃあ決まりね、着替えてくる！」

　いまだにぷりぷりと怒ったままのリリが、生白い尻を翻して寝室を飛び出していく。

　どうして、こうなった。

　神に仕える淫魔など、前代未聞だ。

　おまけにどう言うわけか、彼女が神への奉仕を行う代わりに、自分の方は淫魔とセ…性的な交わりをする話になっていないだろうか。

　少年の頃に学んだ、戒律が頭の中を過ぎる。

　何人なんびとたりとも、魔物と取引を交わしてはならない。

　人と約束事ができるような魔物は知能が高く狡猾で、善良な人間を軽々と騙して見せるからだ。それで破滅した人間など、歴史の中には数え切れないほど存在する。

　まだ、なんらかの契約行為は行っていない。

　言ってしまえば、口約束だけだ。

　本当に魔物と契約するのなら、相応の手順がある。

　であるなら、彼女が戻ってきたときに断れば間に合うだろうか。

　荒々しくも軽い足音が、パトリックの粗末な寝室に戻ってくる。

　先ほど乱暴に閉められた扉が、再び乱暴に開けられた。

　下着に靴というとち狂った格好の淫魔がこっちを睨む光景は、なかなかシュールだ。

　体格のわりに豊満な胸が、ふるりと揺れたのが網膜に焼き付く。

「あんたらのあのダッサい服、どこ」

「……ここを出て右手の部屋の物置」

　ここで答えずに追い返せばよかったのだと気づいたのは、顔を洗ってちくちくと生えていた髭を剃ってからのことだった。

















４、大抵のものは粉にするといい感じ












　主祭壇の向こうで、淫魔が笑っている。

　説法が終わり祭壇の上の道具を軽く片付けながら、パトリックはその光景をやや信じがたい気持ちで眺めていた。

「なにこれ美味しい、おばあちゃんありがとう！」

「いいんだよ、たくさんお食べ」

　四軒向こうの機織りの老婦人が、淫魔に手作りのマフィンを渡している。

　菓子類を作るのが好きな老年の彼女は、常にそれを与える相手を探しているのだ。

　小さなバスケットに入っていた最後の一つ、元々は礼拝ついでにパトリックにくれるつもりのものだったのだろう。

　親切な老婆は、パトリックが都会で修行を終えここに赴任してから、顔を合わせる日はいつも作ったお菓子を分けてくれた。

　まだ村の中でよそ者として扱われていた頃、彼女の親切に何度救われたかわからない。

　淫魔と出会ったあの街から激変した環境の中で、新入りの自分によくしてくれた人間はこの老婆を含め数人ほどしかいなかった。

　人口が少ない分、それなりに排他的な集落だ。

　別に、ほとんど毎日与えられている甘味がないことぐらいで、今更何かを言うつもりはない。

　気になるのは、なぜ教会に現れたその日にもう老人に可愛がられているのかだ。

　言うなれば、孫。

　この淫魔はなぜ初日から、老婆の孫の位置を確保しているのか。

　自分が修行を終えここにきた当初、ここまで親しげに彼らと笑い合ってなどいなかった。

「うわ～、手作りなんだ。中の…ナッツかな、これが香ばしくて、何個でも食べれそうな味！」

　リリの言葉に、老婦人は温厚な顔の皺を深くしていっそう笑顔になった。

　狭い礼拝堂の長椅子に座る人々も、それを微笑ましげに見ている。

　自分の背後にある壁の、天井に程近い上部の窓から午後の光が彼らを朗らかに照らしていた。

　何かの挿絵になりそうなほど、牧歌的な風景である――その中心にいる、見習い祭司姿の淫魔さえ除けば。

　自分しか住んでいない教会に、女物の祭司服が有ったのは奇跡と言える。

　先代の祭司は男性だったが、時々は見習いを受け入れていた。

　経年により少々色褪せした黒衣ではあるが、彼女が現れた時の姿を考えれば、かなりまともになったと言えるだろう。

　露出を極力抑え、体のラインもあまり見えないように工夫された祭司服を着て、淫魔が無残な悲鳴を上げたことは、記憶に新しい。

　この世で最も不幸な存在であるかのように、ふてくされた顔で出てくるものだから、やっぱり神への奉仕はやめにするかと言ってみたら睨み付けられた。

　挑発ではなく、本気の提案だったのだが。

　こちらにしてみればあの、裸の方がよほどマシな格好の方が恥ずかしいのだが。

　魔物の感性というのは、やはり人類とは噛み合わないらしい。

「覚えてなさいよ…夜はドロッドロにするんだから…！」

　ピンクの目は、その言葉の強さを証明するかのように燃え上がっていた。

　今夜、自分は一体どのような目に遭わされてしまうのだろうか。

　知らず、祈りのために組んだ手に力が入る。

　神よ、今夜我が身に訪れる試練を乗り越える力を私に。

「祭司様、今日は特に熱心だな」

　祭壇の向こうから、農夫が妻に小声でそう言うのが聞こえた。

　村人たちには、当然リリの正体は伝えていない。

　しかし人口の少ない田舎にとっては、見習いの格好で突如現れた若者というだけでかなりの関心が寄せられる。

　それに彼女は、自分の好みに合わせた容姿のせいでかなりの美形なのだ。

　幸い、善良な彼らが擬態した淫魔に惑わされる気配はない。

　傾向として、そもそも村人たちの中では魅力的な女性というのは、もっと素朴で純情そうなタイプだからだろうか。

　身元の怪しい存在に纏わせる言い訳としてはありきたりであるものの、遠い親戚の娘を預かったと説明した。

　自分が孤児院育ちなのは、彼らには言っていない。

　あえて言わなければいけない場面が、訪れなかったからである。

　意識的に隠していたわけではなかったものの、彼女の出自を詮索されないためには都合が良かった。

　今までほとんど吐くことのなかった嘘のせいで、背中にじっとりと汗をかいている。

　最後に嘘をついたのは、いつだったか。

　そうだ、この淫魔を庇うために、ハンターたちを誤魔化した時だった。

　やはり魔物に関わると、ろくなことがない。

　説法の時間は終わったが、毎日ここに来る村人のほとんどが仕事を遅らせて、リリをかまっている。

　珍しい新参者に、みんな興味津々だ。

　リリの方も如才なく、人々の相手をしている。

　当初心配していたような、淫らな誘惑を行う気配はない。

　村人たちの方も彼女に思うところはないようで、その関わり方は単に若者を可愛がるような邪気のないものだ。

　驚くほどするりと淫魔が馴染むのを眺めながら、パトリックは内心で胸を撫で下ろした。

　彼女の出自に対する疑念が、連れてきたということになっている自分にまで及ぶのが一番困る。

「でも、なんだってこんなど田舎にわざわざ修行に来たんだい？　町の方には、もっと立派な教会がいくらでもあるだろうに」

　流石に仕事に戻ろうと、粉挽きの中年男が腰を上げながらリリに質問を投げた。

　朝はばたばたとしていたせいで、彼女の動機までは示し合わせていない。

　人に紛れるのは淫魔の得意技のようであるが、一体どんな事情を説明する気だろうか。

　聖書のページをめくりながら、耳をそばだてる。

　明日に読むべき場所を探しているのだが、全く文章が頭に入ってこない。

　視界の端では、一身に注目を浴び続ける淫魔がにこにこと笑っている。

「だってここなら、パトリックさんがいるし……」

　咽むせた。

　照れ臭そうに、頬を染める淫魔。

　なるほどなぁと口々に納得しながら、こっちに視線を注ぐ村人たち。

　いかに色事から距離をとっているパトリックとはいえ、この空気がなんであるかぐらいは把握できた。

　生温い笑顔を複数人に向けられて、居心地が悪い。

「誤解を招くような言い方をするな」

　むっすりとそう抗議すると、自分よりも年嵩の村人たちが生温い視線を向けてくる。

　ムキになって否定すればするほど、ドツボにハマる状況だ。

　パトリックはこれ以上辱めを受け取るまいと、結局沈黙を選んだ。

　どうせ、そろそろ教会は解散の時間だ。

　いつもよりゆっくりと礼拝堂で過ごした村人たちが、笑いあいながらどやどやと出ていく。

　午後の仕事の間の話題は、もう決まったようなものだろう。

　きっと夜には、礼拝にこなかった人々にまでリリのことは知れ渡る。

　最後の村人が外へ出たことを確認してから、深い深いため息をついた。

「景気悪いなぁ」

「誰のせいだと思ってる」

　元凶である淫魔をじろりと睨んで見せるが、本人はどこ吹く風だ。

　教会の扉が完全に閉まったことを確認してから、ほっそりとした手を胸に当てて笑う。

「はー、ドキドキしたぁ」

「なんだ、お前にもそんな人みたいな感性があるのか」

「あ、ひどい。ヒトをなんだと思ってるの」

「人ではなく、淫魔だろうお前は」

　至極当然のことを言うと、リリは柔らかそうな頬を膨らましわざとらしく怒って見せた。

「私だって、羞恥心はあるんだからね。このクソダサ…いや、とち狂っ…ううん、そう、この…慎み深い服の下に何も着てないのがバレたらどうしようって、ずっとドキドキしてた」

「――は？」

「だってパトリックが、淫魔の格好で人前に出るなって言うから」

　茫然とする祭司を、リリはニヤニヤと眺める。

　もちろん、パトリックの言葉のあやを利用してわざとやったことだ。

　くるぶしまでしっかりと裾が多い、手足の先しかまともに出ないような、こんな屈辱的な格好を受け入れたのである。

〝もと〟を取らなければやってられない。

　ここで言う〝もと〟とはつまり、パトリックに対する誘惑である。

　長らく異性を遠ざけてきたらしい祭司は、リリが企んだ通りすっかり狼狽した。

　あの気難しそうな表情の奥で、見習い服の下の肌を想像しているのだろう。

　外見的には露出を極力排した服装であるにも関わらず、パトリックはまるでリリが明らかにやましい格好をしているかのように目を逸らす。

　この程度の揺さぶりでも、パトリックには十分効果的であるようだ。

　内心で、舌舐めずりをする。

　特にこだわりがあるわけではなかったが、いざ食うとなるとだんだん童貞が美味しそうに見えてきた。

　慣れた相手と寝るのは手っ取り早くて楽だったけれど、これはこれで趣がある。

　今夜にもそれを楽しめるのだと思うと、リリの機嫌はどんどんよくなっていった。

　ただの童貞ではない。

　禁欲を誓った童貞だ。

　欲望というのは封じれば封じるほど、濃く煮詰められていくものだ。

　自らに禁欲を課した人間の味というのは、どんなものだろう。

「どうしたの？　パトリック」

「……っ、寄るな」

　敬虔な祭司が何を考えているのか、今や明白だった。

　当の本人もそれを理解しているらしい、パトリックは忌々しげに顔をしかめて見せる。

　自分に主導権があることを確信して、リリはそれに微笑みで返した。

「わかった、近寄るのは夜にするね」

　パトリックが、呻き声をあげる。

　神のクソッタレに恭順きょうじゅんを示すなんて、最悪だと思っていた。

　しかし、これはこれで悪くないのかもしれないとリリは思い直す。

　あのどうしようもないロクデナシでこの世で最も鬱陶しい存在であるところの、主神からそれを崇拝する奴隷頭を奪うのだ。

　一介の魔物ができる嫌がらせとしては、かなり上々である。

　おまけに、奪った相手には真実の喜びを教えてやることができるのだ。

　恩返しとしても、魔物流の善行としてもなかなか良いじゃないか。

「ねえ、午後からは見習いって何するものなの？」

「あ、あぁ…そうだな、今日から使うお前の部屋を用意しよう。場所を教えるから、自分で片付けろ」

「はぁい」

　片付けとは、これまた淫魔からすればさっぱり惹かれない作業だ。

　しかしそうして真面目にしている限り、この律儀な男は淫蕩いんとうな魔物を追い出すことなどできやしないのだ。

　リリは見習い服の中で、機嫌よく尻尾をくねらせた。

















５、月のない夜ばかりと思うなよ












　日がくれた。

　都会とは違い明かりの少ないこの集落では、夜が来ればみんな早々に自分の家に篭る。

　それはこの小さな教会とて、例外ではない。

　パトリックは寝台の上で、ゴクリと喉を鳴らしそうになって――耐えた。

　別に、緊張してなどいない。

　暗い部屋の中で、淡く光っているような錯覚を起こしそうな肌から目を離せないのは、警戒しているからだ。

　相手は魔物で、どんな妖しい技を使ってくるか、わかったものではないのだから。

「もう私の時間だね、パトリック」

　清潔なシーツの上で、リリが笑う。

　自分の優位を確信した、邪悪な表情だ。

　月光だけが窓から入る部屋の中、彼女のピンクの目が宝石のように少しの光を返していた。

　午後に字を習いに来た子供たちの相手をしていたときとは、全く雰囲気が違う。

　狭い部屋の中、ほのかに甘い匂いが漂う。

　パトリックにとってはそれだけで、もう脳がクラクラと揺れ始める。

　女人というのは、みんなこんな香りがするものなのだろうか。

　それとも、リリが淫魔であるからこんなにも脳髄に染みるような甘さがあるのか。

　一生、人間の女性とは体を重ねないと決めている。

　だから、パトリックには今後も確認する術はない。

　ただあの野暮ったい見習い服を脱いだ淫魔が、獲物を丸呑みする前の蛇のように笑うのを寄るべない気持ちで見た。

　淫魔の誘惑など、恐るるに足らない。

　そう朝には思っていたのに、こうして暗い場所で彼女を見ているとその強気さは萎しなびていった。

「突き飛ばしたり、しないでね」

　リリがくすくすと笑いながら、寝間着のパトリックをゆっくりと脱がしていく。

　前の合わせを解く時に、柔らかい指の背が胸に触れた。

　冷んやりとした寝室の空気に触れた肌の中で、そこだけが熱い。

　この心臓の音が、目の前の淫魔に聞こえてなければいいが。

「祭司のくせに、鍛えてるんだ」

　小さな指の腹が肌をくすぐっていくのに、とても耐えられそうにない。

　大袈裟にならないよう押し殺して息を吐くと、リリが全て見透かしたように微笑んだ。

　淫魔らしく頼りない布地で要所のみを隠すように飾り立てた女体から、目が離せない。

　閨ねやでの作法など、パトリックはほとんど知らずに生きてきた。

　過去に同性の先輩に誘われたこともあったが、その時も断固拒否した。

　色欲を忌避するのに、相手の性別は関係ない。

　あの頃は、自分が淫魔などという色欲の極致と関わることになるとは、つゆほども思っていなかったな。

　足を崩して座っている自分に、覆いかぶさるように小柄な肢体が接近する。

　信じがたいほど柔らかい二つの温もりが、パトリックのあらわになった肌に触れた。

　それが何であるか、一瞬で理解する。

　しかし意識を集中する前に、細い両腕が自身の首を抱き込んだ。

　耳元に、温かい風。

　その直後、ぬるりとした感触が耳朶じだに触れる。

　背筋がざわりと粟立つ。

　何もかもが、未知の感覚だ。

　自分で済ましているときとは、全く違う。

　耳から脳に直接淫猥な音を流し込まれて、息が熱くなるのが自分でもわかった。

　文字通り食事のように気楽に性行為にふける淫魔には、自分の状態は筒抜けだろう。

　細く艶のある尾が、パトリックの腹筋を撫でてから胸先をくすぐる。

　それに焦ったさを感じる自分にゾッとして、身体を捩った。

　耳元で淫魔が、小さく笑う。

　最悪だ、バレている。

　自分が感じていることの、何もかもが。

　淫魔の尻尾というのはかなり器用に動かせるようで、絶妙な圧をパトリックに加えながらするすると這い回る。

　動いてはいけない。

　暗闇の中で浮き上がる生白い肢体を、突き飛ばし逃げてはならない。

　朝にこの魔物と、約束をしたのだ。

　淫魔が人間の――聖職者の価値観に従う代わりに、人間の方も淫魔の価値観を試してみると。

　たとえ勢いで結ばれてしまったものとはいえ、約束は約束だ。

　これを耐え抜けば、この淫魔も理解することだろう。

　自分にとって、性交などなんの価値もない行為であることを。

　赤黒い尻尾が、パトリックのあちこちを撫でたあと、とうとう下腹部へとたどり着いた。

　すでに膨張しきったそこを寝間着越しに触れられ、思わず声を出しそうになるが堪える。

　確かめずとも、自分のそこがどんな状態になってるかは大体理解できた。

「すごい、がちがち…楽しみにしてたの？」

「まさか」

　応じる声は、上ずっていた。

　ひとかけらの信憑性も感じられない声音だったことに気づいて、パトリックは片手で顔を覆ってしまいたくなる。

　しかしそうして恥入る姿は、至近距離の淫魔にどのように映るだろうか？

　そう考えて、グッと腹に力を入れる。

　淫魔などに、屈してたまるものか。

　物心ついて今までは自分しか触れたことのない場所に、淫魔の尻尾が巻きつく。

　先端に行くにつれ細くなる尾が、自身の敏感な部分をつついた。

　反射的に、軽く腰が浮く。

　自分にのしかかっている淫魔に、それがわからないはずもない。

　耳元にかかる含み笑いの吐息のせいで、顔全体が熱を持ち始めた。

　先ほどまで自分の右耳を弄んでいた淫魔が、胸元へ顔をおろす。

　森の長命種たちとは違い、その耳は丸い。

　もし己が彼女の耳に舌を這わせたら、同じように彼女を惑わせることができるのだろうか？

　胸の中心に耳を当てられて、先ほどから早鐘を打つ心臓を意識する。

　淫魔の聴覚とは、どの程度のものなのだろうか。

　それが獣並みであるにせよ人間程度にせよ、彼女には必要な全てが聞こえているのは間違いなかった。

　形のいい唇の両端が、満月猫のように機嫌よく吊り上がっているのだから。

「初めてなんだもんね、何かリクエストある？」

「ない…さっさと済ませろ……！」

　そもそも、閨の中でどんな選択肢があるのかパトリックにはわからない。

　寝台の上で行う淫らな行為など、見下して生きてきたのだ。

　そこで具体的に何が起こっているかなど、ぼんやりとした知識でしか知らない。

　つまり、抱き合って、挿れて、出す。それだけだ。

「わかった、私が最高の思い出にしてあげる」

　一体、何をわかったというのか。

　リリは先ほどと同じように妖しく笑って、今度はゆっくりとパトリックの寝間着を脱がし出した。

　薄い布一枚で隔てられていた肩が露わになり、それを冷たい夜の空気が撫でていく。

　肌寒さを感じるには、自分の体が熱すぎる。

　頭の中で、一心に聖句を誦した。

　リリの手は徐々に下へと降りていき、とうとうそれは柔らかいズボンへと到達した。

　寝相で脱げてしまわないようにとゆるく結んでいた紐を解かれると、一足先に入り込んでいた淫魔の尾がそこを寛げる。

　恥ずかしいほどに怒張した陰茎が、勢いよく布地の外へと飛び出た。

　すでに先端には、透明な滴が滲み出している。

　これではまるで、自分がこの行為に乗り気なようではないか。

　不本意ながら取り付けられた約束を守るため、淫魔に従っているに過ぎないというのに。

　今夜の行いが終われば、一時的に与えられる肉体の快楽など、神に仕える喜びには到底及ばないことが証明できるはずだ。

　己を貪った淫魔に、やはり信仰こそが最上の幸福であったと伝えてやる。

　神よ、この試練に打ち勝つ力をお与えください。

　陰茎に絡み付いた尻尾が、蛇のようにするすると動く。

　巻きついたまま前後する感触に、小さく呻き声が漏れた。

　ふと、リリがパトリックの腰の上にまたがった状態で、上体を上げた。

　自分とは対照的に柔らかで重そうな胸が、小さく揺れる。

　目を離せないでいるパトリックの前で、リリは後退して細い指で陰茎に触れた。

　その手と交代と言わんばかりに、淫魔の尾が離れていく。

　パトリックの体温が移っていたそれよりも些か冷えた感触は、かえってどこを触られているのか意識させる。

　自分で処理している時よりもずっと丁寧に、その手が上下する。

　もどかしさを感じている自分に気づき、すぐさま嫌悪した。

　頭の中で聖書をめくるが、文面ははっきりとせず文字が散って行ってしまう。

「大丈夫、体の力抜いて？」

「ん、ぐ……」

　答えに窮した。

　できることならば、自分を弄ぶ淫魔をすぐさま引き剥がして追い出してしまいたい。

　しかしこれは約束であり、であるからには耐えるしかない。

　身の内を迫り上がってくる欲求を、必死で無視した。

「強情だなぁ」

　淫魔が軽く息を吐いて、そのままパトリックの杭へと顔を近づける。

　それを視線で追い、後悔した。

　自身の陰茎が生々しく、脈を浮かせそそり立っていたからだ。

　禁欲の誓いが矮小な虚勢であったことを突きつけられたようで、端的にいって怯んでしまった。

　淫魔が小さな唇で、先端に口付ける。

　それから、パトリックの方を上目遣いに見ながら舌で触れた。

　最も敏感な場所に未知の感覚を与えられ、腰が浮きそうになる。

　温かく滑ぬめったそれが、先端から幹へとゆっくりと這っていく。

　その感触もさることながら、視覚効果が凄まじい。

　リリは美形だ。

　淫魔たちの能力として、獲物の理想の姿になれるのだから当たり前ではあるが。

　彼女の姿は、すべての要素がパトリックを惹きつけた。

　夢の中にしかいないと思っていた女が、今自分の目の前で淫らな光景を見せつけている。

　すでに限界まで血が巡っている箇所を、小さな口が含んでいく。

　さほど奥行きもないようで、割と浅いところでリリの動きは止まる。

　薄い舌が、内部で動くのを感じた。

「う……」

「気持ちひもひい？」

「そこで喋るな…っ」

　今のパトリックには、些細な刺激でも十分すぎた。

　奥歯を食いしめて耐えるが、限界は近い。

　――もうやめてくれ。

　そう声を上げようとした時、温かい感触は失われた。

　先ほどまで口内に含まれていた場所が、外気に触れて冷える。

　達するまさに直前だったというのに、リリがあっさりと口淫をやめてしまったのだ。

　信じられない気持ちで下腹部に陣取る淫魔を見るが、当人は相変わらず機嫌良さげに笑顔でいる。

　どうしてこんなことをするんだと詰なじってやりたいと思うものの、それを口にするといかにも自分がこの行為を楽しんでいるかのようだ。

　だから、パトリックは結局熱い息を吐くに留めた。

　最も、数え切れないほどの性交しょくじを行ってきた淫魔には、何もかもお見通しのようではあったが。

「口でしても良かったんだけど、せっかくだから…ね？」

　何がせっかくなのか。

　パトリックは口先だけでも反抗してみようかと考えたが、目の前で淫魔がとった姿勢に息を飲む。

　彼女はやや現実離れしているほどに傷一つない肌を惜しげもなく晒し、下肢にかろうじて纏っていた下着をゆっくりと脱いでいく。

　ほんの少しの時間の出来事のはずだった。

　しかしパトリックにとっては、あまりにも長い。

　やがて現れた、自分とは決定的に違う未知の部分。

　細い指が開いて見せた肉は、窓からの薄い月光を受けて淫靡な光を返していた。

　パトリックの腰にまたがったリリは、じりじりと肌を焼くような視線をしっかりと受け止めながら、空いていた方の手を陰茎に添えた。

　茎がぶれてしまわないように支えた状態で、リリがゆっくりと腰を落としていく。

　先端が濡れた媚肉に触れて、そして温かくぬかるんだそこに沈んでいく。

「う……っ」

「ん…大きいね、相手が人間の女だったら、はぁ…ん、んん、苦労したかも」

　そう言いながらも、リリはパトリックの陰茎を慎重に自身へと収める。

　再び与えられた初めての感触に、声を完全に抑えることはできなかった。

　頭の中で、星が散る。

　自慰とは比べ物にならない、脳がかき混ぜられるような快楽がパトリックを支配した。

　リリは獲物が逃げないのを確認してから、徐々に大胆に腰を動かし始める。

　淫猥な水音が、部屋の中で響く。

　彼女の小さく漏らす鼻にかかった声が、パトリックの理性を全力で溶かしにかかる。

「ん、ん、あっ、わかる…？　パトリックの、私の奥の奥まで、拡げて、かき混ぜてる……っ」

　小柄な淫魔の薄い腹の中には、自分の持ち物は大きすぎるようだった。

　どうして彼女に根元まで収めることができたのか、パトリックは信じがたい気分でその光景を見続ける。

　やがてあっさりと、限界は訪れた。

　こみ上げてきた射精の感覚に、追い詰められた獣のような唸り声が漏れる。

　リリはパトリックに何が起こっているのか正確に理解して、淫靡に微笑んだ。

「あ、はぁっ、いいよ、いっぱい出して…！」

　パトリックはあっさりと理性を放棄し、彼女の細い腰を両手で掴み、本能が求めるまま腰を強く打ち付けた。

　リリが薄い背をしならせて、びくびくと痙攣する。

　豊かな胸の間に顔を埋めたまま、パトリックは人生で初めての快感の残滓ざんしを追った。

　最後の一滴までリリの中に注ぎ込んで、数秒そのまま身体を動かさずにいたが、ゆっくりと離れる。

　先ほどより幾分か硬さを失ったそれが出ていく感触で、行為が終わったことを理解した。

　リリが満足げに、自分の白い下腹を撫でる。

「すごい…ごちそうさまでした。こんなに濃い食事、久々だ」

「……………そうか」

　終わってしまえば、脳を占めるのは果てのない自己嫌悪だ。

　まんまと、淫魔の口車に乗せられた挙句、最後までヤッてしまった。

　それも後半は、自分もかなりの乗り気で。

　人生で培ってきた意志の固い男であるというセルフイメージが、がらがらと音を立てて崩れ去っていく。

「ね、良かったでしょ。クソ神相手に操立てるなんて、どうでもよくなっちゃったんじゃない？」

　自信に満ちた、晴れやかな声だった。

　まんまと、パトリックから腰を振らせたのだ。

　それはそれは、心地いい気分に違いない。

「身体的な快感が、非常に強かったのは認める。しかしそれは、肉体面のみのこと。俺の信仰は依然として、揺らいではいない」

「なにそれ！　ずるじゃん！」

「ズルなものか、俺の言葉は本心だ」

　確かに、淫魔との性交は本当によかった。

　だが、それはパトリック自身が屈してしまっただけのこと。

　天上で人々を見そなはす神への畏敬の念は、決して損なわれてはいない。

　苦々しい気分ながらも、パトリックは譲らなかった。

「……ふぅん、まあいいよ。私も一日じゃ、神の＊＊舐めた気分にならないし。淫魔が同じ獲物を食べ続けるなんて、基本ないんだけど。徹底的に骨抜きにしてやるんだから！」

　パトリックは再び、頭を抱えた。

　自分で言い出しておいてなんだが、この勝負の決着はどうすればつくのか。

　肉体的には快楽に陥落したとしても、パトリックが神への信仰を捨てることはない。

　リリの方にしたって、魔物が神を認めたなんて話は聞いたことがない。

　吐精を果たし冷静になったパトリックは、自分が恐ろしい泥仕合に挑んでしまったことをようやっと理解し始めた。

















６、日光人間村












　夜は、あんなに淫らだったくせに。

　パトリックは明るい空の下で鍋を煮込む淫魔を見ながら、内心で毒づいた。

　今日は炊き出しの日なので、昨日よりも人が多い。

　おまけに、やはり噂が回ったのだろう。

　いつもは来ないような村人たちも、この集落に来た新顔を見ようと大量に集まっている。

　パトリックが最初の礼拝を行った時ですら、こんなに人はいなかったはずだが。

　細い腕で鍋をかき混ぜるリリへ、あちこちから視線が注がれている。

　ある者は密かに、またある者はあからさまに彼女を観察していた。

　リリの方はそれに気づいているのかいないのか、けろりとした顔で村人が持ってきた椀にスープを入れている。

　流石に百年を超えて人間と関わっているからなのか、肝が太い。

　材料は農家たちから提供してもらったもので、今年は豊作だったためかなり野菜の多い出来となっている。

「えぇー、俺もっと肉が欲しい」

「たくさんあったら、そうしてもよかったんだけどね」

　生意気盛りの羊飼いの坊主を、軽くあしらっている。

　精通していれば――あるいは初潮を迎えていれば、誰でも誘惑するのかもしれないと若干懸念していたが、そういうわけではないらしい。

　見習いの祭司服に身を包んだ彼女は、ごく快活な人間として村の人々に接することにしたようだ。

「こぼさないようにね」

「うん、ありがとう見習いさん」

　両手に分厚い碗を持った子どもが、その友達と一緒に歩き去っていく。

　気に入りの木の下で、喋りながら食べるのだろう。

　非の打ちどころのない、麗かな休日だ。

　あまりにも平穏すぎるせいで、徐々に不安になってきた。

　昨夜の出来事は、何かの幻だったんじゃないか。

　明るい日差しの中で、そんな気すら起こる。

　村人たちに施しを与えるリリの笑顔は、月光の中で見た彼女とは全く違う。

　後ろめたいことなど一つもない、神の祝福を一身に受けているかのような健やかさ。

「どうだい、リリちゃん。もう見習い生活には慣れた？」

「すっかり。この村はみんな優しくて、いいところね」

　若手の面倒を見たがる癖のある道具屋の婦人の問いかけに、リリは笑顔で応じた。

　臆面もなく自分たちの村を褒められて、周囲の人間がすでに緩んでいた表情をさらに緩める。

　一体、何を考えているのだろうか。

　パトリックは村人たちにはそうと分からないように、慎重に淫魔を観察し続けた。
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　背中に視線が突き刺さる。

　自分へスープの配給を任せた、パトリックからのものだ。

　リリは努めて、それを無視して見せた。

　何を考えているのか、大まかな方向性はわかる。

　昼間の淫魔が、自分以外の人間に悪さをしないか疑っているのだ。

　みくびられたものだ、とリリは心の中でだけ鼻を鳴らした。

　目に入った人間全てを誘惑するほど、淫魔は短絡的な魔物ではない。

　それに昨晩たっぷりと食事を取ったので、食欲は穏やかだ。

　たまにいる童貞好きの同胞の気持ちが、少しわかるほど満足した。

　あの、不安と期待にはちきれそうな表情かお！

　淫魔にしかない、精気を取り込む臓腑がかつてなく熱かった。

　この喉越しが、癖になってしまうのだろう。

　さて昨晩さっぱりと童貞を失ってしまったパトリックであるが、今夜の味はどうなのか。

　あの焼けるような味は、一度の経験で変わってしまうのだろうか？

　リリは好き嫌いのない方なので、おそらく美味しくいただくことは容易だろうけれど。

　自分がこの村ではパトリックしか食べるつもりがないことを知れば、彼は安心するだろうか。

　狭いコミュニティでは、淫魔が紛れ込むのは難しい。

　あっという間に自分についての噂が回り、そのまま様々な性の絡んだいさかいのとばっちりを受けることになる。

　平均的な人類より多少力持ちではあるものの、徒党を組まれて勝てる淫魔はほとんどいない。

　入れ替わりの少ないコミュニティで、何度かヘマをして狩られてしまって以来、淫魔という生き物は都会に集中して生きるようになった。

　だからリリ自身、こんな小さな集落では慎重にならざるを得ない。

　そもそも、恩返しなのだから相手の村をめちゃくちゃにするなんてもってのほか――そんな考えは、根っからの魔物であるリリには浮かばなかった。

　頭の固い祭司を、徹底的に快楽でぐずぐずにする。

　そして信じがたいが奴が心から敬愛している神を、自慰の後の紙屑のように、ゴミ箱へぽいと捨てさせてしまうのだ。

　そのためなら、こんなどこがいいのか分からない、肉のほとんど入っていない青臭いスープを何百杯でもよそえるのである。

「朝からご苦労様、そろそろお腹空くんじゃない？」

　まだ年若い…確か農家をしていると言っていた女性が、親しげにそう声をかけてきた。

「大丈夫、夜にい～っぱい食べるから」

　にっこりと笑って、それに応じる。

　人間の食べ物が食べられないわけではないけれど、それは言うなれば肉食動物が戯れに草を食べるようなものだ。

　あくまで副菜であり、それに熱心に食べずとも大して困らない。

　それに昨日はかなりがっつりとパトリックを食べたので、腹は減っていない。

　リリたちの会話をしっかり聞いていたらしいパトリックが、視界の隅で小さく肩を跳ねさせるのが見えた。ああ、なんて美味しそうなんだろう。

　目の前の女性も同様に、彼の反応を見たようだ。

　視線をリリの方に戻してから、笑顔で口を開く。

「…うちでとれた芋、あとで差し入れするね。あんまり、祭司様を困らせるんじゃないよ」

　どうやら、この由緒正しく清貧を貫く教会の食費を心配してくれたらしい。

　かなりの食いしん坊だと思われてしまったようだが、さほど間違っていないのでよしとする。

　実際、昨日はたくさん食べた。

「ありがとうございます！」

「なに、祭司様にはよくお世話になってるからね」

「そうなんですか？」

　リリはあざとく、小首を傾げて聞いた。

　祭司とは、毎日毎日神に祈って奴の薄い恩恵に感謝する変態。

　都会の盛り場が主な狩場であったリリには、その程度のイメージしかない。

　こうしてスープを配るのは確かに社会貢献かもしれないが、そもそも原料のほとんどは村人が寄進きしんしたものである。

　ついでに言えば、大量の材料を加工するのも村人に手伝ってもらっている。

　パトリック一人…リリを足しても二人の祭司と見習いでは手が足りないのは明らかとは言え、ここまで村人に助けられていては〝世話をしている〟という雰囲気は感じられない。

　他には、子供たちの面倒をみたり？

　でもそれだって、パトリックがいなければ他の人間がどうにかしていたはずだ。

　こんな辺鄙な村にも、字が読める老人が少しはいるはずだ。

　足腰の萎えた彼らに、子供の世話と教育は任せてしまえばいい。

　農家の女性は、リリの疑問を正確に汲み取ったようで、温かく苦笑した。

「あの人がいるおかげでね、村に悪い魔物が入ってこないの。それに、誰にも話せない悩み事を内緒で聞いてくれたりもするし」

　リリはぱちぱちと目を瞬かせた。

　この村に侵入したのは、一昨日の夜更け。

　確かに多少の結界はあったけれど、おまじない程度である。

　あれで退けられる魔物なんて、かなり原始的で小さな種だけだろう。

　都会にあるような、細かな条件のついた結界はその辺の祭司では難しいのかもしれない。

　畑を荒らすような小さな魔物は寄せ付けないので、十分役に立ってはいるのだろうけれども。

「本当に神聖術が使える祭司様が、こんな辺鄙な村にいるなんて、それこそ神の奇跡みたいなもんだからね」

　そう言ってから、女性は後ろの村人に順番を譲り去っていった。

　神のクソッタレを信仰するなんて、人間ってのは頭がおかしいんだとしか思っていなかったけれど、実はあの薄いご利益とやらでも助かっているらしい。

　淫魔は魔物の中でも人間に詳しい方だと思っていたが、知らないことはまだまだ沢山あるのかもしれない。

　リリは自分の中で、人間に対するささやかな好奇心が頭をもたげ始めるのを感じた。
















７、隣の芝はよく刈り込む芝だ












　ただれている。

「ん、あ、あぁっ、パトリック、そこぉっ」

　細い腰を掴んで、後ろから思いきり腰を打ち付ける。

　溶けそうなほど熱い中は、何度貪っても満足できない。

　夜が来るたびに、パトリックはリリと身体を繋げた。

　額から滴った汗が、淫魔の薄い背中に落ちる。

　つるりとした尻尾の付け根を指の腹で撫でてみると、一際ひときわ高い声が聞こえた。

　彼女の体格を思えば、自分たちがまぐわうのにはそれなりの負担がありそうなものなのだが。

　淫魔という種族の特性なのか、リリが事後に弱っている様子はない。

　だからこそ、遠慮なく自身の快楽を求めてしまう。

「あ、あ、んんっ…んく、はぁっ」

　パトリックを受け入れた媚肉が、絶頂を迎え蠕動ぜんどうする。

　その快感に逆らわず、パトリックは今夜も精を吐き出した。

　リリが満足のため息を漏らし、お互いに無言でシーツの上に体を横たえる。

　最近は、毎晩汚すことがわかっているので、その上に大判のタオルを敷いている。

　乾いた布が汗を吸い取ってくれて、心地いい。

　濡れて額に張り付いた前髪を、細い指が除ける。

　ピンクの目が、悪戯げに笑みの形を作ってパトリックを見つめている。

「認める気になった？」

「…………いいや、神に仕える喜びには及ばん」

「夢中で腰振ってたくせに、よく言うよ」

　ムッとしたが、反論はできない。

　淫魔の言うとおり、パトリックは色欲に溺れていた。

　まさかセックスというものが、これほどまでに気持ちいいものだったとは。

　冷静に考えれば、一瞬の快楽よりも素晴らしい感情は沢山あるはずなのに、最初に体を繋げた晩からそれを拒否できなくなっている。

　それどころか、毎日夕方ごろにはこの行為が楽しみになってしまっていた。

　自分の堕落をひしひしと感じ、近頃は神に祈ることすら後ろめたく感じる始末。

　そう遠くない未来、己は淫魔の誘惑に屈した自分を認めることになるだろう。

　知るべきではなかった。

　中央教会の禁書で見た、祭司たちの様々な不祥事の記録を思い出す。

　善人を殺した者、罪を被せた者、不倫を行った者――魔物と通じた者。

　その誰をも見下していたというのに、どうしてこんなことになってしまったのか。

　バレるわけにはいかない。

　息が整い始めたので、身体を起こす。

「本当にいい筋肉してるね、鍛えてるの？」

「日々を勤勉に過ごしていれば、人間は自然と筋肉がつくんだ」

　この小さな村の小さな教会では、祭司は祈祷と説法だけしていればいいというわけにはいかない。

　裏の庭での農作業や、週に一度ずつに分けて少しずつ村全体を囲む結界を張り直すのだから、身体は勝手に引き締まっていく。

　自分と対して変わりない生活をしているはずの、リリの方はどこもかしこも柔らかいままだが。

　魔物が太ったり痩せたりする話はあまり聞かないので、彼女らは肉体が変化しにくい体質なのかもしれない。

　見た目が人間そっくりでも、別種の生き物なのだ。

　腕にゆるく巻きついていた彼女の尻尾を解いてから、風呂場へと向かう。

　こんな汗みずくの状態では、気持ちよく寝られない。

「まめだなぁ。私もいく」

「好きにしろ」

　背後で、ぺたぺたと裸足の音が響く。

　教会は頑強さに重きを置いた作りをしているので、床も壁もほとんどが石造りだ。

　室内履きの靴を使えばいいのに、彼女は冷えなんか平気だと言って寝室などでは常に素足のまま過ごす。

　おかげで、最近は床掃除をこまめにすることになっている。

　リリがいる分、日々の仕事自体は楽になっている。

　だから、負担というほどのことではないけれど。

　狭い風呂場に入ると、リリもそれに続く。

　お互いに全裸で、先ほどの情事の気配はいまだに色濃く残っている。

　浴槽にじっくりと入るだけの体力は残っていないので、シャワーで済ませることにした。

　壁の上方にあるフックからシャワーを取り、そのままお湯を出す。

　あまり水の勢いはよくないが、都会でもないのにこれほどの水量があるのはかなり恵まれた状態だ。

　最初から温まったお湯が出てくるのは、さらに素晴らしい。

　この教会を建てた人間は、かなり水場にこだわりがあったようだ。

　頭から汗を流し始めると、リリが抱きついてそのお湯を一緒に浴びる。

　柔らかい胸が、自分の胸筋の下あたりに押し付けられる。

　寝台の上での記憶が蘇り、やましい気分が迫り上がってくる。

「ひっつくな、ちゃんと洗えないだろう」

「あぁ～、気持ちいい～」

　パトリックの訴えは、今夜も無視された。

　蜂蜜色の金髪が、お湯に濡れて真っ直ぐになる。

　そうなると、小さな赤黒いツノがよく見えた。

　ふと思いついて、それを空いている方の片手で触れる。

　想像していた通り、磨かれた瑪瑙石のようにつるりとしている。

　本人の体温が移っているのか、温かい。

「んっ…」

「神経が通っているのか……」

「結構繊細にできてるんだから、優しく触って」

　牛や山羊の角を触った時なんかとは、全く違う反応だった。

　どうやら、本人の主張は本当であるらしい。

　指でごく軽く触れると、パトリックに抱きついたままの肢体がぴくぴくと反応する。

　その度に、淫魔の柔らかい感触がパトリックの劣情を刺激した。

　先ほど何度も精を彼女の中に注ぎ込んだと言うのに、再び欲望が膨らみ始める。

　密着しているリリにも、それは簡単に分かったようだった。

「もう一回、する？」

　口で返事をする代わりに、リリの身体を持ち上げて浴槽のヘリに腰掛けさせた。

　濡れた床は滑りやすく、不安定な体位でことに及ぶわけにはいかない。

　万が一体勢を崩してしまっても大丈夫なように、リリをぐっと抱え込んだ。

　それから腰を押し付けて、すでに準備が整っている媚肉の中へと自身を挿入していく。
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　今夜何度目かの快楽に、リリが熱い息を吐いた。

　くすぐったい風が、パトリックの鎖骨にかかる。

　蜂蜜色の髪と、小さなつむじが眼下に見える。

　そしてその毛束の間から、人間には決して存在しないツノが見えた。

　パトリックは深く考えることもなく、魔物としてはかなり小ぶりなそれに舌を這わせてみた。

　腕の中の淫魔が、小さく跳ねる。

　パトリックを受け入れていた隘路が、きゅうと締まった。

「あ…ちょっと…っ」

「ちょっと、なんだ？」

「ん、ひぁ、そこは……」

　みなまで言われずとも、大体理解した。

　敏感に反応するリリをがっちりと抱きしめたまま、小さく固いそれを舌先で弄ぶ。

　ほんの軽く歯を立てると、リリは甘えるような声を上げて達した。

　誘うようにうねるそこへ逆らわず、パトリックは最後の一滴まで注ぎ込む。

　腕の中で身を任せていたリリが、くたりと脱力するのを感じた。

　無防備な姿を見ると、得えも言えぬ満足感を覚える。

　淫魔相手に何をと思うが、性交で他者を満足させたと実感するのは胸が満ちるような心地だ。

　余韻からやっと抜け出したリリが、嬉しげなパトリックをじっとりとした目で見上げた。

「どこで覚えてきたの、こんなこと」

「あんな反応されたら、やるだろ」

「……やる」

　淫魔であるからこそ、リリが不承不承納得した。

　相手に未知の敏感な器官があれば、とりあえず弄いじくる。

　あからさまに気持ちよさそうに反応されれば、なおのことだ。

　いまだに虚脱感に身を任せたままのリリを、パトリックが抱えてざっと洗う。

　二人で身を清めたあと、ベッドに敷いておいたタオルを剥いで身を横たえる。

　リリの寝室は別にあるのだが、最近はこうして二人で寝ることが多い。

　何度か追い返そうとしたものの、行為の後はお互いに疲れていて本気の争いには発展しなかった。

　直前まで散々揺さぶっていた相手を歩いて戻らせるのも非道な気がして、なあなあで済ましている。

　最初のころはあった緊張感が、徐々に鈍麻どんましていっているのを感じた。

　早く、この淫魔を追い出すべきだ。

　理性ががなり立てるのを、眠気に任せて無視をする。

　いつものようにパトリックを置いて早々に寝たリリが、温もりを求めて擦り寄ってくる。

　細い脚がパトリックに絡んで、肌を撫でていく。

　滑らかな感触が、睡魔の訪れを邪魔して困る。

　魔物のくせに、どうしてこんなに柔らかく愛らしいのか。

　体温などは人間のそれとほとんど同じで、目を瞑って触れれば彼女が魔物とは思えないほどだ。

　仰向けに寝る自分に密着するリリの、蜂蜜色の髪を片手で撫でる。

　小さなツノを隠せば、完全に人間に見えるのに。

　どうしてか割り切れない気分を抱えたまま、パトリックは目を閉じようとして――礼拝堂の方から聞こえるノックの音に意識を引き上げられた。

















８、この人は前












　魔物を狩るハンターというのは、尊敬を集める仕事だ。

　その辺の獣や気の荒い人殺しよりも、余程厄介な相手を狩るからである。

　社会的評価はもちろん、報酬だってその辺の用心棒なんかよりもずっと高い。

　だから、サージはこの仕事を辞めるタイミングを逃してしまった。

　地元では一番の乱暴者で、喧嘩っ早い奴らの中でも一番強いという自負があった。

　猟師の父は立派だと思っていたが、自分にはもっとデカい獲物が相応しい。

　都会に行けば、魔物を狩るためのライセンスは簡単にとれた。

　誰でもなれるような職業ではない。

　だが、青二才だった頃のサージは自分が一流になれると確信していた。

　それが間違いだったと気づいたのは、いつの頃だろうか。

　自分と同じ時期にライセンスを取った連中とパーティを組み、順調に依頼をこなしていった。

　下級の魔物は、野山の大きめの獣とさして変わるところはなかった。

　知能は低く、簡単に罠にかかる。

　ランクの低い依頼であれば、多少腕に覚えがあるくらいの人間でも易々とこなせた。

　しかし初心を忘れ始めた頃から、雲行きは怪しくなっていった。

　当然のことではあるが、弱い魔物を狩って得られる報酬は安い。

　自分を含めたパーティの人間が十分に食っていくためには、もっと大物を狙う必要があった。

　誰がリーダーかなんか話し合ったことはなかったけれど、気づけば方針を決める人間は決まっていた。

　似たり寄ったりのメンバーの中で一番歴の古い、二つ年上の男。

　当意即妙な返答を得意とする、快活な青年だった。

　サージは功名心があるわけではなかったので、それにも不満はなかったが。

　少し勢いで行動する癖はあるものの、豪快で良いリーダーだった。

　つい小物ばかりを狙いそうになる自分たちを励まし、色んな獲物を狩らせてくれた。

　ごく小型のものであったが、ドラゴンを仕留めた時なんかは全身が痺れるほどの感動だった。

　しかし、実力以上の獲物が狩れたのはあの時が最後だったのだ。

　サージたちのパーティは徐々に大物を狙うようになったが、その成果ははかばかしくなかった。

　三回に一回は討伐を失敗し、あとの二回の成功報酬も回復薬や装備の修理に費やす羽目になっていた。

　気づいた時には、運営資金は底をついていて、明日の宿代も怪しいほどだった。

　サージたちはリーダーを責めた。

　お前がしっかりしていれば、確実性の高い依頼を選んでいれば、こんな惨めなことにはならなかったのに、と自分たちの判断を棚に上げて。

　そこで、リーダーがブチ切れていればまだマシだったかもしれない。

　しかし成り行きでなった立ち位置だったにも関わらず、彼は彼なりに期待に応えようとした。

　どこからどう言うルートを辿ってもらってきたのか、奴が最後に持ってきた依頼。

　それは名を明かさない貴族からの、魔物の捕獲だった。

　通常、魔物の討伐依頼は討伐ギルドの承認を得てから発行される。

　依頼者はハンターには明かされないにしても、ギルドにはしっかりと記録されるのだ。

　それを避けたがる人間というのは、基本的にろくなものではない。

　指定された獲物は、淫魔だった。

　人々の暮らしに紛れ、一夜の夢と引き換えに精を奪っていく。

　その性質から、人間を害することは少ない。

　だから、わざわざ狩るというならそれはなんらかの利益を見込んでいるからだ。

　生け捕りにしろとは、言われなかった。

　であれば、その死体からとれる素材が目当てなのだろう。

　非正規に依頼をするとなれば、用途はきな臭い。

　お貴族様というのは、弱小ハンターなど大きめの虫けらとしか思っていないのが基本だ。

　失敗は許されない仕事だった。

　安全を考慮すれば、断るどころか内容も聞くべきではなかったのに。

　サージは暗闇の中で、息を殺しながら後悔し続けている。

　期日までに淫魔を用意できなかった時点で、詰んでいた。

　素直に報告すれば、その場で殺される。

　だからサージたちは、失敗が確定した瞬間に逃げた。

　まず最初に、リーダーが始末された。

　それから次に、ヒーラーの男。

　当てどもなく逃げる道中で、次々に仲間たちが殺されていった。

　サージが最後だったのは、単に運がよかっただけだ。

　どこの貴族の私兵なのかはわからない。

　黒ずくめの兵が、人気のない場所を通る時に現れ自分たちの命を奪ってゆく。

　このままでは、いずれ自分も殺されるだろう。

　そう思ったサージは一計を案じた。






「いやあ、今日は良い日だ！　まさかこんな上等な酒を奢ってもらえるとはな！」

「泡銭なんだ、たらふく飲んでくれ…おっと、大丈夫か？」

「…………」

「仕方ねえな、もう閉店だ。俺の宿でいいなら、休んで行けよ」

　最後の言葉は、周囲にいた人間たちへの言い訳だ。

　とはいえ、こんな賑やかな居酒屋では誰も聞いていないが。

　こんな屈強な男、道に転がしておいても滅多なことは起こらない。

　自分と似た背格好の男を酔いつぶして、そのまま宿へと連れ込んだ。

　朦朧としている隙に脱がし、服をそっくり自分のものと取り替えてしまう。

　予め用意しておいた酔い覚ましを飲ませると、程なく男は意識を取り戻した。

「ん、ここは……」

「あんた、酔い潰れたからとりあえずうちで休ませたんだよ。目が覚めたなら、帰ってくれ」

「おぉ、すまなかったな」

「帽子、忘れるなよ」

「ああ」

　ふらふらとした足取りで、男が宿を出ていく。

　まだ健かに酔っている。自分の格好が変わったことに、気づいていない。

　一定距離を開け、その後ろへと続いた。

　もともと、猟師の息子である。

　気配を殺して動くのは、それなりに得意だ。

　だからこそ、あのパーティの中で最後まで生き残ることができた。

　まだ酔いの覚め切っていない男が、通りを歩いていくのを物陰で息を潜めて見続ける。

　やがて人気のない路地に差し掛かった頃、事態は動いた。

　あちらこちらの暗がりから、黒づくめの人間たちが出てくる。

　サージの服を着た酔っ払いを包囲しようと動いている姿を確認してから、その場を離れる。

　殺される瞬間を見届ける必要はない。

　ここまできたら、あとは偽装が発覚する前に一秒でも早く逃げなければ。

　大通りへ出て、まばらな人通りの中を早足で行く。

　宿屋にもう戻らないとは伝えていないが、かまうまい。

　それに、事が露見した時に、あの黒ずくめの連中を少しでも足止めできれば上々だ。

　サージはその晩、逗留とうりゅうしていた街を出て、遠くへと逃げた。

　いろんな街で少しばかり傭兵の真似事をしたあと、そこで稼いだ金でまた次の街へ。

　そうして逃亡を続けて数年。

　いつか追手が来るのではないかと、神経をすり減らす日々だった。

　もう、人目の多い街では暮らせない。

　疲れ切った脳の裏に浮かんだのは、親父と大喧嘩の末に飛び出してきた郷里のことだった。







＊＊＊＊








「どうかなさいましたか？」

「……懺悔を」

　いかにも頑固そうな眉の太い、体格の立派な祭司だった。

　自分の記憶の中にいる、呼吸にすら苦労していた老人とは全く違う。

　代替わりしたのか、そりゃそうだ。

　生まれた村を飛び出してから、十年は経っている。

　里心がついてからは、ほとんど休みなく移動した。

　こんな夜中に村に入るのがあまり賢明でないことは分かっていたが、それでもサージはまず実家へと向かった。

　家への道のりなど、月明かりもほとんどない夜でも簡単に辿ることができる。

　懐かしい郷里ふるさとの空気を胸一杯に吸い込みながら、最後のやりとりは喧嘩だった実家の前へと立った。

　最初に覚えた違和感は、軒先に置かれたリースの残骸だった。

　親父は細かい性分だったので、季節を越えた飾りは必ずきれいに処分していた。

　秋祝いの枝でできた装飾が、野外で朽ちるに任せられているはずがない。

　急速に胸を満たし始めた嫌な予感を抱いて、サージはドアノブへと手をかけた。

　ここは田舎で、ほとんどの人間は鍵なんてかけない。

　気配を殺したままかつての生家へと侵入し、暗闇に慣れた目で内部を観察した。

　寝室には二つのベッドがあり、片方に二人分のふくらみがあった。

　静かに覗き込むと、そこには見覚えの少しもない夫婦が寝息を立てて眠っていた。

「考えれば、当たり前のことだった。親父にしてもお袋にしても、もういい年だったし」

　互いに隔てられ声しか届かない小部屋で、サージは祭司への身の上話をそう締めくくった。

　実家にはもう、見知らぬ他人が住んでいる。

　であれば、サージには身を寄せる場所はどこにもなかった。

　交易路に面しているわけでもない辺鄙な村には、宿屋なんてものはない。

　昔の知り合いにでも泊めてもらうぐらいしか出来ることはなさそうだが、どの家ならばまだ変わりないかがわからない。

　結局、サージは神の威光を頼ることにした。

　こんな夜更けでも、教会は求めれば扉を開ける。

　出てきた祭司は記憶の中の老人とは違ったが、懺悔をしたいと言えばすんなりと通してくれた。

「大変な道のりでしたね」

「はい、しかし元とはいえば、俺の浅慮が招いたことです」

　深い深い、ため息が出た。

　村に帰ってこれば、少なくとも多少の安寧はあると思っていたのだ。

　両親にはこっぴどく叱られたかもしれないが、それでも顔が見れるのならよかった。

　ガキの時分じぶんに使っていた部屋だって、きっと残っている。

　追い詰められたサージは、それがただの楽観であることを理解できていなかった。

　祭司の声は低く、若い割に落ち着いている。

　どこかで聞いたような気もするが、自分がまともに神に祈った記憶など、まだ毛も生えていなかった頃にしかない。

　だから、何かの勘違いだろう。

「明日の朝一番に、村長に話をしに行きましょう。彼女はずいぶん前から長をやっているはずなので、あなたのこともご存知でしょうから。今日は礼拝堂にあるだけの毛布を用意します」

「ありがとよ、祭司さん」

「神に仕える身として、当然のことです。お仲間は残念でしたが、あなただけでも生き延びられてよかった」

「ああ、これからはまともに暮らすと誓う」

「神は聞き届けられたでしょう」

　心からの、誓いだった。

　もう物騒な話は、こりごりだ。

　懺悔室での発言は、外に漏らされることはない。

　だから村長には魔物狩りには実力が足りなかったことだけを、告白しよう。

　そろそろ諦めただろうにせよ、厄介な貴族の私兵に狙われた過去など語る必要はない。

　そしてどこかの空き家でも貰って、そこで猟師として再出発するのだ。

　死んだ父親にみっちりと仕込まれた技は、多分そこまで鈍っていない。

　礼拝堂の長椅子に、受け取った毛布に全身を包んで横たわる。

　なぜかやたらといい匂いのする布地を感じながら、サージはやっと深く息をした。

















９、三匹の窮鼠












「あの時は、どんな姿になっていた？」

「あの時？」

「お前がハンターに追われていた時だ」

　満腹の中、心地よい眠りにつこうとした時、出し抜けにパトリックがそう質問してきた。

　いつもは形だけでも拒否してるくせに、今夜は腕枕を進んで行いリリとしっかりと密着している。

　先ほど急にやってきた客に、出来る限りの毛布を分けてやった結果、パトリックには最低限の一枚しか残らなかったのだ。

　その心がけは立派だと思ったので、リリはからかわずにおいた。

　――あの時、自分はどんな格好をしていただろうか？

　頭の中で思い返す。

「たしか…赤毛で胸の大きい感じだったかな…」

　そうだ、走っているときに胸が邪魔だったから、巨乳だったのは間違いない。

　パトリックに合わせて変えた今の見た目もそれなりに豊満だが、当時に比べれば多少慎ましい。

　肉感的な美女を好まないのは、本人の禁欲生活が長くて想像が及ばなかったのだと、リリは踏んでいる。

　しかし急に、一体何の確認だろうか。

　あんなにも劇的な出会いだったというのに、パトリックはあの時のリリの姿をよく覚えていないようだ。

　禁欲の誓いのせいで、女のことをあんまり見ないようにして生きていたのかもしれない。

「……さっき男が来たと言っただろう」

「うん。里帰りしたら、実家がなくなってた気の毒な人でしょ」

「彼は昔、お前を追ったハンターだ」

「…………わぁ」

　それはそれは、すごい偶然だ。

　詳しく聞いてみると、どうやら身の丈に合わない無茶な仕事をした結果、人間のくせに人間に追われる間抜けな状況になってしまったらしい。ざまあみろ。

　訪れていた眠気が、あっさりと霧散していった。

　自分にとってはトラウマと言っていいような相手が、一つ屋根の下にいる。

　寝台の上、無言で体を起こした。






「どこに行く気だ」

「それ聞いちゃう？」

　もちろん、危険因子の排除をしに行くのだ。

　ちょうど寝てるらしいし、ことは三十分もあれば済む。

　リリの中にも、慈悲の心というのが芽生えつつある。

　せめてもの情けとして、最高の心臓発作で逝かせてやろう。

　いそいそとベッドから降りようとすると、尻尾をグッと握り込まれてしまった。

「やんっ」

「妙な声を出すな！」

　敏感な部分を無遠慮に触った、パトリックが悪いと思う。

「お前にとっては憎い相手かと思うが」

「わかってるなら離してよ」

　尻尾の先が、イライラと振れる。

　そもそも、合意を大事にする罪のない淫魔であるリリを、先に殺そうとしたのは無効である。

　自ら魔物の恨みを買ったのだ、これは正当な報復だ。

　パトリックの方もリリの心情はある程度把握できているようで、いつも険しい顔がさらに険しくなった。

　頭痛を堪えるように眉間にシワを刻んだまま目を瞑って、数秒。

　一度深く息を吐いてから、パトリックはゆっくりと口を開いた。

「まだ我々は、勝負の途中だ」

　だから淫魔といえど、神の教えに反する行いをしてはならない。

　パトリックが言外にそう伝えてきたので、苦石を噛んだような気分になった。

　どうせ、口約束同士だ。

　かなりぐだぐだになっている自覚もある。

　だからこんな勝負は、いますぐ破棄してやったっていい。

　しかし自分から投げ出すのは、どうにも気が進まなかった。

　無言で寝台に戻ると、大きな手が慣れた動作でリリの頭を撫でる。

　まるで犬猫を褒めるかのような態度であるが、こうされるのは嫌いじゃない。

　ムカつくが、しばらくの我慢だ。

　あのハンターのことは、パトリックが堕ちてしまってからなんとかすればいい。

　リリの姿は獲物によって変わるので、ツノと尻尾が見られない限りは正体が見破られることもないだろう。

　ただ、魔物としての矜恃きょうじが、復讐を果たせないことに強い不快感を覚えさせる。

　パトリックのたくましい胸に寄り添いながらも、リリはしばらくイライラと尻尾を揺らし続けた。

















10、昨日消えた道の道












　突然の里帰りと果たしたサージのことで、村中の話題は持ちきりだ。

　教会に来た若い女といい、家出同然に飛び出していった男の帰還といい、最近のこの村は話題に事欠かない。

　実家をいつの間にか失っていたサージは、村はずれの小さな空き家を使うことにしたようだった。

　多少人の入れ替わりがあったとはいえ、彼のことを知っている人間は多い。

　村一番の乱暴者であったサージに思うところがある村人もいたようだが、概ね好意的に受け入れられた。

　過疎地というほどではないが、都会に行きたがる若者が多いためにこの村の人口は緩やかに減っている。

　都会から戻ってきたサージはある意味で、この村の希望ですらあった。

　物珍しい仲間に、村人たちはひっきりなしに構う。

　ハンターとしての期間に奪われていった自尊心が、サージの中でゆっくりと回復しつつあった。

　十代の頃のぎらぎらとした感情は鳴りを潜め、今はただ穏やかに昔なじみたちの親愛をありがたく感じている。

　父親の方は、山で死んだらしい。

　根っからの猟師であったから、それも本望だろう。

　母親の方は、それを追うように流行病で亡くなったそうだ。

　家族同士で懇意にしていた粉屋の夫婦が、そう教えてくれた。

　どちらかでも待ってくれていたらと思うものの、それがムシのいい話なのは理解している。

　元実家に住んでいる、しばらく前にこの村へ入ったと言う若い夫婦が気まずそうにしていたのが、少々心苦しかった。

　思うところがなくはないが、そもそも自分が家を出て以来一度も連絡も里帰りもしなかった結果なのだから。

　愛着があることにはあるが、人の住処を奪うほどではない。

　若い頃のサージであれば武力にものを言わせて譲るよう恐喝したかも知れないが、今となってはこの村の平和過ぎるほどの平和さが、どんなに得難いものであるかを分かっている。

　だから、これからは心を入れ替えて過ごそう。

　父親と親しかった猟師から少しの道具を譲り受け、それを家で手入れしながらサージは誓った。

　この村で平和に、そして善良に生きていくのだ。

　そうだ、若い頃には馬鹿にしていた、礼拝にもちゃんと顔を出そう。

　あの堅物そうな祭司は、自分の懺悔を聞いてくれた上に村長への口添えもしてくれた。

　神への信仰など持ち合わせてはいなかったが、今後はもう少し敬虔になることに決めた。

　教会の方角から、古びた鐘の音が鈍く響く。

　そろそろ礼拝の時間だ。

　サージは獲物を捌くための小刀から手を離し、村はずれの小さな家からのっそりと出た。

　教会へは少しばかり距離があるが、人の少ない道を歩くのは懐かしくてよかった。

　目的地に近づくにつれ、徐々に見知った顔が増えていく。

　なんとなく世間話をしながら、礼拝堂へどやどやと入った。

「俺がいない間に、随分みんな熱心になったんだな」

「いやいや、最近まではそんなことなかったさ」

「へえ？」

　腰の曲がり始めた老いた農夫リュシオが笑う。

　それを皮切りに、その場にいた村人が口々に事情を教えてくれた。

　なんでも、サージが来る少し前に、教会に女の見習いが来たらしい。

「それがまた、どえらい別嬪さんでなぁ」

「ほぉ」

「気立てもいいんだ、あんな子がうちの嫁っこに来てくれればなぁ」

「ダンさんやめな、あの子は祭司様がいいんだから」

「でもよぉ、祭司様にはその気はねえんだろう？　じゃあうちのせがれにも、チャンスはあるさ」

「息子の方に、その気があればね」

　身内同士のあけすけさで、随分と人気者らしい祭司見習いの話が盛り上がる。

　自分を棚に上げて他人の容姿や人柄にうるさい、肉屋のローズすら好意的なようだった。

　村に戻った夜には、タイミングが悪かったのか見かけなかった。

　しかし口々にその見習いを褒める古馴染みに、サージの中で好奇心が募り始める。

　この村は、お世辞にもパッとしているとは言えない。

　どこにでもある、ほとんどが自給自足の地味な村だ。

　立地はそこそこに悪く、他の街や村に行くにも結構不便である。

　こんな場所にわざわざ住みに来る人間というのは、もともとここが地元であるか、何か特殊な事情があるやつだけだ。

　その見習いの場合は、新しい祭司にご執心であるようだった。

　親切だが、威圧感のある男だ。

　若い女が好きになるには少々渋すぎる気がしたものの、趣味というのは人それぞれである。

　だらだらと歩いて教会に到着すると、やはり記憶の中よりも随分と礼拝に来る人間は増えていた。

　娯楽の少ない田舎では、新しい人間は格好の観察対象だ。

　中にはあからさまに祭壇の祭司へと注目している人間もいて、好奇心を隠そうともしていない。

　定刻が来て、祭司が聖書を開いた。

　そのやや後ろで静かに立っている小柄な女が、例の見習いなのだろう。

　頭に紺色の古風な頭巾カーチフをかけているせいで、遠くからは顔がはっきりとは見えない。

　しかしそれでも、その影から覗く形の良い唇を見れば、顔立ちが悪くないのはわかる。

　並ぶ長椅子の間を歩いて、手前の方に座る。

　祭司はサージの方を一度見たあと、いつも通りであろう聖句の読み上げをしてからその解釈を語り始めた。

　信徒は、それを祈りながら聞く。

　朗々と響く祭司の言葉は、正直言ってかなり退屈だ。

　声はいいが、内容はよく言えば古風。印象のままに言えば、ありきたり。

　ガキの頃に親に無理やり連れていかれ、説教を聞かされて下がり切ったテンションを思い出す。

　朝の決意が早々に萎えかけつつ、静かに礼拝堂の中を見渡す。

　昔からボロい教会だったが、今は古さこそ誤魔化せないものの、手入れは記憶の中よりも行き届いている。

　先代に比べればかなり若い祭司であるから、教会を掃除する体力も有るのかもしれない。

　もしくは、その側で楚々そそと立っている見習いと、二人分の手があるからか。

　真面目に説教を続ける祭司のやや後方で、見習いは静かだ。

　彼の言葉に耳を傾けているのかと思っていたが、よく見ると様子がおかしい。

　身体は極力動かさないようにしているらしいものの、視線だけは礼拝椅子の方――サージがいるあたりを見ている。

　気のせいかと思ったが、彼女の視線で肌が微かにピリピリとするのだ。

　森で獲物に気付かれたときの様な、尻の座りが悪くなる感覚だ。

　彼女にとっては新顔だから、気になるのだろうか？

　様子見のつもりで視線を返すと、ピンクの目がさっと逸らされた。

　一瞬ではあるが、顔が見えた。

　村人たちの評価通り、なかなかの美形の様だ。

　これほど顔が整っていれば、確かに誰も彼もが注目し続けるだろう。

　彼女がご執心であるという祭司の方は、素っ気無い態度であるらしいが。

　やがて祭司の説教が終わり、聖書を閉じる音が礼拝堂の中に響いた。

　村人たちがやれやれと立ち上がって、思い思いに出ていこうとする。

　その中の何人かは、まだ見習いを構いたいようで、サージを追い抜き彼女の方向へと歩いていった。

　機織りの婆が、バスケットの中からクッキーを手渡す。

　見習いは無邪気に、笑って受け取っている。

　屈託のない、人好きのする仕草だ。

　これは村人たちが、可愛がるわけである。

　その光景をぼんやりと見ていると、機織りの婆と目があった。

「あんた、そんなところでボーッとして何してんだい！　せっかくだからリリちゃんに挨拶しな！」

「お、おう」

　昔から、この老婆には頭が上がらない。

　子供の頃は甘いものが食べたくなったら、面倒見がいい彼女の家に行っていた。

　庭の草むしりなんかと引き換えにお菓子を作ってくれるので、子供たちはこぞって彼女の家に訪れていたものだ。

　歩み寄ると、見習いがピンクの目でこっちをじっと見てくる。

　物言いたげな視線に、少し気圧された。

「出戻りのサージだよ。愛想の悪い生意気な坊主だけど、力持ちで便利さ。男手が足りない時は、呼ぶといい」

　酷い言い草だ。

　しかしこの老婆相手に、反論する気概はない。

「……サージだ、よろしく」

　とりあえずそう言って手を差し出すと、リリと呼ばれた見習いは微笑んでその手を取った。

　肌荒れとは無縁そうな柔らかい感触に、胸がどきりとする。

　近づいたせいで、さっきまではわからなかった彼女の匂いまでわかる。

　ほのかに甘いその香りには、覚えがあった。

　村に帰ってきた夜に、貸してもらった毛布の香りだ。

　この女の使っていたものを、借りていたのか。

　そう思うとあの夜が何か後ろめたいものに思えて、耳がほかほかと温まり始めた。

　これはまずい、必死で隣の機織りの婆へと意識を移そうと努力する。

　目の前の見習いが、不思議そうに小首をかしげた。

「都会に行って垢抜けたかと思ったら、無愛想は全然治っちゃいないねぇ！　リリちゃん、こんなんだけどよろしく頼むよ。…………サージ、わかってるね？　失礼もおいたもするんじゃないよ」

「どっちもしねえよ」

　機織りの婆の中で、サージはいまだに思春期のガキであるらしい。

　憮然として反論したあと、柔らかい手を離す。

　見れば見るほど、美形の女だ。

　こんなのに迫られてしまえば、大抵の人間はクラっと行きそうなものだが。

　村人たちの話によると、祭司は一向に彼女になびく様子はないらしい。

　それが本当なら、自分にもチャンスは――何を考えているんだ俺は。

「サージさん？」

「いや、なんでもない。この間は、祭司さんに世話になった」

「〝祭司様に、お世話になりました〟だろう！　まったくこの子は…」

　機織りの婆が煩く訂正するが、意識にはあまり入ってこない。

　それよりも、目の前の見習いがぱちぱちと行う瞬きの方が気になった。

　こんな田舎では美容液も手に入らないだろうに、どうやってこの長い睫毛を維持しているのだろうか。

　羽振りがいい時に見た高級娼婦よりも、余程きれいだ。

「なにか、相談事がおありで？」

　サージがなんとか彼女から視線を外そうと内心で葛藤していると、背後から突然低い声がかかった。

「……いや」

　振り返ると、むっつりとした表情の祭司がサージを見ていた。

　自分よりも幾分か相手の方が大きいので、自然と見上げる形になる。

　――なんだその目は。

　祭司の視線は、雄弁だった。

　口が仕事をしない代わりに、その眼力から微かに敵意を漂わせている。

　並の人間では気が付かないかもしれないが、魔物や獣相手に命をやりとりして来たサージにはわかる。

　この男は、見習いに近づく男が気に入らないに違いない。

　自分は袖にしているくせに、人のものになると思うと不快になる。

　ありふれた心理だが、サージにはそれがいたく癪に触った。

　お前のものでないのなら、誰が狙おうと勝手だろう。

「今日は…ああ、この間もありがとうございました」

「とんでもない、神の僕として当然のことをしたまでです」

「また来ても？」

「…もちろん。神の東屋は、必要とする人を拒むことはありません」

　どこまでも模範的な回答だ。

　村に来た晩の恩も忘れ、サージは祭司に反感を持ち始めていた。

　こんな面白味のない男の、一体どこが見習いを惹きつけているのだろうか。

　魔物や獣を仕留めたこともないような、腑抜けの男だ。

　見習いの手の感触を、思い出す。

　水仕事とは縁遠そうな、柔らかい肌。

　元々は、どこかの箱入り娘なのかもしれない。

　だから本当の男らしさというものが、分かっていないのだ。

　それがわかれば彼女もきっと、もうこのつまらない祭司には見向きもしなくなる。

「では、狩りがない日は邪魔させてもらおう。また明日」

「ええ、また明日」

　適当に切り上げて、自分の家へと歩いて戻る。

　口々に世間話をする村人たちの中で、サージは言葉少なに足を動かした。

















11、森の貝殻イヤリング












　さて一体、どこがこんなにこの男に刺さってしまったのだろう。

「リリ、これ。森に咲いてたやつだけど」

「わ、ありがとうございます。かわいいですね」

「見てるとあんたを思い出して」

　なかなか、こんな照れ臭いやりとりをすることはない。

　獲物を探す時は、淫魔であることを隠さないからだ。

　その方が、後腐れないと思って手を出す人間が多い。

　肉体関係を求められることは慣れっこだが、〝恋愛〟はやったことがないのである。

　束にされた小ぶりな花のついた野草を、狩人の手から引き取った。

　夕暮れ時の教会の中で、男が小さく笑顔を見せる。

　礼拝堂の灯りを全て消してしまう寸前の薄暗い光景は、昼に説教を聞いている時の明るさよりもよほど彼に相応しいように見えた。

　過去に私を殺そうと追ってきた男。

　サージという名の彼は、どうやら自分にご執心であるらしい。

　リリは笑顔を顔に貼り付けたまま、内心でなぜだと呟いた。

　この男に手出しをすることは、パトリックに厳しく禁じられている。

　こんな据え膳みたいな獲物を、食い散らかせないのは奔放な淫魔にとっては拷問に等しかった。

　ありふれた茶髪の男の熱い視線が何を意味するのか、リリはしっかりと把握している。

　合意の上の楽しい性交が信条ではあるが、自分に思慕を募らせる男というのは見ていて大変食欲を刺激する。

　今がパトリックとの勝負の最中でなければ、ここがすぐに噂の回る田舎でなければ、今夜にでも誘って美味しくいただいてしまうところだったのに。

「今日は、何の御用で？」

「ただ花を渡しに来ただけだ……信心深いもんでね」

　絶対そんな敬虔な性格キャラじゃなかったって。

　リリは心の中で、そう突っ込んだ。

　彼の方は思いも寄らないだろうけれど、リリはサージが淫魔を追っかけていたことをよく知っている。

　獲物は自分だったのだ、忘れるわけがない。

　教会に踏み入った彼とその仲間たち――パトリックの説明によると、仲間たちの方はとっくに死んでしまったようだが。ざまあみろ！　――は、信心のかけらもない人間たちだったのに。

　人は死にかけると価値観が変わると言うが、それにしたって白々しい。

　だからなのか、パトリックはサージが教会に来るのを嫌がっている。

　もちろんそれを、あからさまにしないよう努めてはいるようだが。

　しかし姿を変えているリリのことはともかく、パトリックに気がつかないとは。

　あの日のことは、全然覚えていないようだ。

　依頼失敗を境に追われる日々だったようなので、そちらの方が思い出深いのかもしれない。

　思い出されても面倒ごとが増えるだけの予感がするから、都合はいいのだが。

　自分の復讐心のことばかり考えていたけれど、サージにとってはパトリックがある意味仇敵だ。

　パトリックがリリを庇いさえしなければ、彼らは糊口ここうを凌ぐことができていたのだから。










「だから、パトリックこそ気をつけるべきだと思うんだけど？」

「私は十分に気をつけている。しかし君は、無防備にあれの相手をしすぎだ」

「この教会の見習い祭司として、ごく自然に対応してるだ…っん………ちょっと」

　服の上から尻尾の付け根を指先でかりかりされて、声が上擦った。

　今はリリたち以外には誰もいないとはいえ、ここは仕事場だ。

「〝神聖な礼拝堂〟で、こんなことしていいの」

「随分と、聖職者らしい感性になってきたようだな」

　頭巾カーチフの隙間からパトリックが手を差し込んで、リリの小さなツノを触る。

　敏感なそこを指の腹で弄ばれると、背筋が痺れるような心地がした。

　布の厚い服の下で、尻尾がもどかしくうねる。

「ん、ここはやだ……」

「わかった」

　リリの左脇の下から、パトリックが腕を伸ばして抱え込む。

　ここに神がいないことなど、魔物のリリにはよく分かっている。

　しかし奴の気配が満ちた場所でことに及ぶのは、流石に落ち着けなかった。

　自分の胸にさりげなく触れる手を感じながら、いつもの寝室に向かう。

　あの男が教会に訪れるようになって以来、パトリックは前よりも積極的になった。

　腹を減らすと、制止を振り切ってサージを襲いにいくと思われているのかもしれない。

　寝室に入った途端、性急に服を脱がされる。

　リリの弱点を覚えたパトリックにとって、そこを責めることへの躊躇いはない。

　太い腕に甘えるように巻きつこうとした尻尾を捕まえて、そのまま先端を口に含む。

　温かく濡れた感触が、リリの尻尾から背骨を快楽で貫いていく。

「あ、あぁっ、ん、それっ…」

　シーツの上でうつ伏せのまま、絶え間なく与えられる快楽に酔う。

　最初は触れられて悶えるばかりだったパトリックが、いつの間にかとんでもないどすけべに進化してしまっている。

　いろんな人間を食ってきたが、淫魔の快楽を丹念に求めるような獲物は滅多にいない。

　大抵はそこそこに前戯をするか、それもなしにリリを貪りにくる。

　リリにとってもただの食事なので、特に不満はなかったが。

　今までの獲物の中で、パトリックは際立ってねちっこい。

　慣れてきてからは、リリからの奉仕は最低限だ。

　代わりに、パトリックの方からかなり色々と責められている。

　太い指がリリの内部を探り、すっかりと準備が整っていることを確かめる。

　その動きに予感を覚えて、背筋がぞくぞくとした。

　軽く咥えられたままの尻尾で、パトリックの舌をくすぐる。

　腰を両手で掴まれ、そのまま剛直がゆっくりと入ってきた。

　相変わらず、淫魔でなければ裂けそうなほど太い。

　パトリックに人間の恋人がいなかったのは、相手の身体のことを考えれば良かったのかもしれない。

　神の采配というのは、こういうことを言うのだろうか。

　くだらないことを考えつつ、進入してくる肉塊の感触を味わう。

　毎日毎日繋がっているわりに、パトリックの精気が薄れる気配はない。

　根元まで完全に収まった頃には、リリの薄い腹が少し膨れるほどの質量だった。

　内部から圧迫してくる熱の快さに、自然と声が漏れる。

　パトリックはいつも、いきなり動き出すようなことはしない。

　リリの中を確かめるように何度か行き来して、ようやっと淫猥な音が響くほどに動き出す。

「あっ、あ、んんっ、はぁ…」

　掴んだシーツに、皺が寄る。

　リリの背中に、熱い汗が落ちてきた。

　どんどんと大胆に動くようになり始めたパトリックのせいで、リリは早々に果ての気配を感じた。

　頭の奥が、真っ白になる直前。

「あ、あ、もうイっ……あっ…」

　いつもなら頂に押し上げられているようなタイミングで、パトリックの動きが緩む。

　来ると信じていた絶頂を取り上げられ、リリは何度か瞬きをした。

　すぐそこにあった果ての気配に、諦め悪く縋り付こうと腰を揺らすが、パトリックに邪魔をされる。

「ん、なんでぇ…」

　責める気持ちとともに首を一生懸命回しパトリックの方を見ると、不機嫌そうな視線がリリを見下ろしていた。

　なぜかは分からないが、今夜のパトリックはご機嫌斜めだ。

　御馳走を前にお預けを食らったリリは、わけのわからない焦らしに半泣きである。

　抗議の唸り声を上げると、お返しなのか一度深い場所を突き上げられた。

「毎晩俺を食ってるのに、物足りないのか？」

「うぁ、ん、んんっ、なんの話……っ」

　寝室に、水音が響く。

　パトリックがリリの腰をがっちりと押さえたまま、ゆるゆると動く。

　気持ちがいいのに、決して果てには至れない。

　リリはどうしてこんな嫌がらせをされているのか分からなくて、だんだんと涙目になってきた。

　毎晩の食事でお腹は空いてないとはいえ、こんなのは酷い。

　本気で追い詰められているのが分かったのか、パトリックがきまりの悪い表情になる。

「……あの男を、物欲しそうな顔で見るな」

「え、そんな顔してた…？」

　素でそう尋ねると、パトリックは苦々しく頷いた。

　曰く、サージを前にしたリリの態度は明らかに、他の村人の時とは違うのだとか。

　そうだろうか、そうかもしれない。

　だって、あんなに美味しそうな表情かおをしているのだ。

　気を惹かれるなと言う方が、無理な注文である。

「淫魔だし…あっ、あぁっ」

　苛立たしげな調子で、腰を打ち付けられた。

　最奥を強引に叩かれて、全身が痙攣する。

　同時に、腹の中に白濁が放たれる感触。

　待ち焦がれていた感覚に神経が焼かれ、はくはくと息をした。

　意識が真っ白になる程気持ちがいいのに、どうしてかいつもの快さではない。

　自身も達したパトリックが、うつ伏せのリリに覆いかぶさって抱きついてくる。

　お互いに熱を持った体が、密着すると心地いい。

「何そのかお」

　荒くなっていた息が徐々に整っていくのを感じながら、パトリックと見つめ合う。

　いつも難しい顔をしているこの男は、今も難しい顔をしている。

　眉を寄せもの言いたげにこちらを見るものだから、リリの方はキョトンとしてしまう。

　パトリックは、ますます難しい顔になる。

「……淫魔は、その…恋愛感情などは存在しないのか？」

「人間がやってるみたいなやつのこと？　聞いたことないなぁ」

「…………そうか」

　リリだって、人間の中での生活はそれなりに長い。

　だから彼らが生殖以上の意味を持った番になることがあるのは、なんとなく把握している。

　しかし人間たちと同じような関係性を、誰かと持った淫魔など見たことがない。

　淫魔にだって愛情はあるが、他の生物たちとは形が違う。

　そもそも人間や人型の魔物の大体は、一対一の愛情に性交を重視しすぎなのだ。

　中にはパートナーが誰と交わろうが一切気にしない奴らもいるとは聞くが、圧倒的に少数派だ。

　翻って淫魔にとって、性交とは食事の意味合いの方が強い。

　どれだけ美味しくても、毎日焼肉では飽きてしまう。

　たまにはサラダをメインで食べたいし、パスタをフォークで巻きたい日もある。

　だから淫魔は、誰かと恋愛の形式をとった交際はしない。

「なに急に」

「なんでもない」

　そう言ったきり、パトリックは話を途切れさせたままリリを抱きしめ、繋がったまま横たわった。

















12、呑まれたくないなら飲まないのが一番












　村に帰ってきてから、サージは心を入れ替えた。

　家では道具の手入れに励み、狩りでは匂いを消すため森の中の冷たい川で水浴びをすることもいとわない。

　時には大物を獲り、そして大抵はウサギなどの小さな獲物を罠にかけて回収する日々。

　他の猟師とも話し合い、うまく狩場を共有もできた。

　村に獲物を卸すのはあまり金にはならないが、元々自給自足ばかりしている土地だ。

　金がなくとも、贅沢をしなければ生活は成り立つ。

　都会から戻ってきたサージにみんな好意的だったし、人生のやり直しは順調だった。

　昔はあれほどに閉塞感を覚えていた集落だったが、今となってはそれに安心感すら覚えるのだ。

　かなりの頻度で開催されている村の飲み会でも、サージは主役だった。

　変化に飢えた彼らは、都会の話をいろいろ聞きたがったからだ。

　村には酒場などないから、馴染みの連中でそれぞれに酒を持って独り身の誰かの家に集まる。

　そこで夜が更けるまで延々と、取り止めのない話をし続けるという会合だ。

　街では一年ごとに流行り廃りがあり、それに合わせて皆必死で服装を工夫するのだと言ってやれば、みんな目を丸くしながら感心した。

　サージは金が入ると全部を娯楽に費やしたタイプであるから、話題には事欠かない。

　飲兵衛たちが自分の話を夢中で聞いている様を見ると、自分が偉くなったような気がして気持ちよく酔えた。

　そしてグダグダとオチのない話をしているうちに、話題はだんだんと身近なところへと変わってくる。

　自分の家族に対する愚痴、近所の人間とあったちょっとした出来事。

　若い衆が昨日やった失敗に、どこぞの家の夫婦喧嘩。

　驚くほど些細でくだらないものの、地元感が満載で妙にしっくりくる空気だ。

　今日も集まった人間がどんどんとへべれけになり、露骨な物言いが増えていく。

「たくよぉ、最近の若いのはすぐ都会に行きやがる。あっちで結婚して、居ついちまうのばっかりだ」

「おかげでうちの村はどんどん、年寄りばっかになってなぁ」

「遠くないうち、村うちは滅びるな！　はははっ!!」

「大丈夫だぁ。なんつったってホレ、サージがいるからよ」

「俺？」

「おう、お前とリリちゃんがくっつけばとりあえず安心だろ！」

「何言ってんだ」

　酔っ払いというのは、思考が安直になっていけない。

「だってよ、お前はもう都会は嫌なんだろ、じゃあリリちゃんはお前とくっつけば、必然的にリリちゃんは永住じゃねえか」

「……俺には願ってもないことだがな、あの祭司とくっついてもそりゃ一緒なんじゃねえか？」

「いやいや、やっぱ外から来た者モンはダメだ。いつ出ていくなんて言い出すか、わかったもんじゃねえ」

　他の村人たちも同感であるようで、それぞれに肯うなずいている。

　確かにあの祭司は、どこの誰とも縁付いていない〝よそ者〟であるようだった。

「理想を言えば、あっちにもうちの村の女がくっついてくれればいいんだがなぁ」

「祭司様の方は無理よ。来て一年くらいの時には何人か若いのが行ってたが、もーな、そこまで!?　ってくらい袖にしてたわけよ」

「あったなぁ、飲み会は断るわ、若い女との長話は露骨に避けるわで」

「へぇ……確かに、気難しい感じだもんな」

　手に持っていた酒を、くぴりと一口飲む。

　リリが熱を上げているというあのいけ好かない男は、どうやら恋愛沙汰には興味がないらしい。

　田舎ではいつまでも結婚しない人間は珍しいから、彼らが気にするのもわかる。

　ほとんどの同胞が親の代祖父母の代より繋がりのあるこの村の中では、土着の人間と結婚することで初めて〝本当の身内〟になったと見なす。

　人口が減っていくことに不安を覚えている村人たちは、本人たちには言わないものの、祭司にもリリにもこの土地の人間と結婚して欲しいと思っている。

　そうして村にいる人間の数を、増やして欲しいのだ。

　実際には、誓いを立てたところで子供ができるかどうかなど神にしかわからないが――とすると、神に愛される祭司というのは、確実に子を儲けることができるのだろうか？

　酔っぱらった頭は、どうでもいいことにフラフラと意識を取られる。

「お前はリリちゃんが好きなんだろう？　じゃあ、気張らんとな」

「おいおい、他にも狙ってる奴がいるって聞いたけど」

「ダンとこの倅か？　ありゃダメだ、まるきり脈がない」

「そうそう、礼拝の時もろくに話しかけもできねえんだから」

「奥手はオヤジ譲りだよなぁ、ははは！」

「それにリリちゃんの方も、眼中になさそうだし」

「そうなのか？」

　ダンと呼ばれた男には、確かに年頃の息子がいたはずだ。

　物静かな、印象の薄い青年だったと思う。

　彼がリリに相手にされていないというのは、そう的外れな見立てでもないだろう。

　しかし、だからと言って自分がリリの心に踏み込めているかというと、まだ決定打には足りていないという自覚もあった。

　彼女は社交辞令を超えた対応を、サージには行おこなっていない。

　あの瑞々しいピンクの目は、いつだって無愛想な祭司を追っていた。

「まぁリリちゃんはなぁ、祭司さんが好きって話だけどよ」

「でもお前だって、脈がねえわけではねえよ」

「リリちゃんがお前を見る目、なぁんか違うんだよなぁ」

「違う？」

「こういうのは、当事者の方が気付きにくいもんかね」

　へべれけで語る独り者たち曰く、誰にでも愛想のいいリリはサージにだけ少し態度が違うらしい。

　話しかければ朗らかに返してくるのは他と同じでも、その目が違うのだとか。

　二人の会話が終わった時、サージが何かに気を取られている時、リリはそれを静かに見つめているらしい。

「時間にすればほんの一瞬だけどよ、そう何回もあるのはつまり…なぁ？」

「つまり？」

　ニヤニヤ笑う酔っ払いからさらに話を引き出そうとしたが、すでにサージにも彼が言いたいことは分かっていた。

　自分は、そこらの男どもとは違う。

　あの祭司に夢中なリリでさえ、その他同様には扱えない男なのだ。

　酩酊した意識の中で、サージの自尊心が満ちていく。

　そうか、俺は自分で思っているより良いところまでいっていたのか。

「頑張れよサージ、お前が希望だ」

「そうそう、祭司さんも悪い人じゃねえが、やっぱりリリちゃんには土地の者となぁ」

　話がループし始めた。

　そろそろ夜も遅いし、酒のせいで体もほかほかと温まっている。

　密閉された部屋の酒盛りの臭気が、ふと意識に障る。

　夜風が恋しくなったので、ふらふらと立ち上がった。

「おいおい、もう帰るのか？」

「明日の礼拝までには、酒臭さを抜こうと思ってな」

「ワハハ！　そりゃあいい、頑張れよぉ！」

　飲兵衛たちの声援を背に受けて、サージはその場を後にした。

　あたりはすっかり暗くなっており、明かりもほとんどない。

　本来ならランプでも持ち歩くべき時間帯だが、サージは夜目がよくきいた。

　冷たい風を心地よく感じながら、それに草が擦れる音と自分の足音だけを聞き歩いていく。

　昨日も今日もよく晴れたので、歩くのは気持ちがいい。

　広く間隔を保った家々から、生活の匂いがする。

　自分もいつか、誰かと――蜂蜜のような髪色の美しい女と、家庭を築くのだろうか。

　彼女の顔が見たい。

　しかしさすがに、この時間に訪ねるのは非常識だろう。

　そんなことは容易に理解できるはずなのに、サージの足は自然と教会の方へと向いた。

　月明かりすら微かな夜の中、古びた教会は静かに眠っていた。

　灯はとうに落とされているようで、真っ黒な影の塊となった建物はくたびれた大木のようだ。

　この中で、彼女は次の朝を待って眠っているのだろうか。

　見える範囲の窓では、鎧戸がしっかりと教会を守っている。

　まるで中にある何かを、隠したがっているかのように。

　今日も昨日も、晴天だった。

　空模様を見れば、多分明日もそれなりに晴れるだろう。

　肌寒い季節ではあるが、さっき通った家々はここまで完全防備体制ではなかった。

　ふと妙な違和感を覚えて、その場に立ち尽くす。

　何かが変だ。

　曲がりなりにも、元は魔物を狩っていたのである。

　サージは自分の勘に、ある程度の信頼を置いていた。

　神聖であるはずの教会に、どうしてか違和感のある気配が混じっている。

　半ば無意識に気配を殺して、サージはゆっくりと教会の周囲を歩き始めた。

　耳を澄まし、何一つ見逃さないように暗闇の向こうを睨みつける。

　教会の一辺を通り過ぎ、建物の正面からちょうど真裏の方に足を運んだ時、サージの違和感ははっきりとしたものになった。

　他の側面と同様にきっちりと閉められた鎧戸の向こうで、気配が蠢いている。

　うすらと明かりが漏れるその隙間に、サージは吸い寄せられるように近づいた。

　枕元に一つだけ灯りを置いた部屋の中で、一つの影が動いている。

　目が慣れてそれが二つの人影であることがわかる前に、サージはそれが性行為を行なっている男女であることを理解した。

　この建物の中にいる人間など、二人しかいない。

　祭司とリリは、とっくにデキていたのだ。

　――馬鹿にしやがって。

　最初に湧いてきたのは、反射的な怒りだ。

　あの女、自分はとっくに祭司と関係ができていたのに、自分に気を持たせたのか。

　サージの好意など、一目瞭然だっただろうに。

　こいつらの関係が明るみに出れば、サージに発破をかけてきた人間たちは一転して、哀れみの目を向けて来るだろう。

　それだけでも我慢がならないというのに、おそらくは自分がいない会合で笑い者になるのは必定だ。

　自分だって散々、同じようなことをこの村でやって来た。

　だからサージには、あとの展開が生々しく予想された。

　次に何か目新しい出来事があるまで、自分はずっと村の中で話の種にされ続けるだろう。

　だんだんと、さらに目が慣れて来る。

　小柄なリリは祭司の存外太い腕に抱きかかえられ、グロテスクな大きさの肉棒を頼りない下肢で懸命に受け入れている。

　サージの鋭敏な聴覚は、彼女が快楽に鳴く声も窓越しにしっかりと聞き取っていた。

　それは、自分が上げさせるはずだった音だ。

　苦しいほどの怒りと憎しみに全身が支配されているのに、目を離すことができない。

　日中は頭巾カーチフでほとんどを隠されていた金の髪が、惜しげもなく彼女の上気した頬に張り付いている。

　いつからこうしているのか、表情はすっかりと蕩け夢中で快楽を貪っているようだった。

　ふと、その頭部に赤黒い何かがあることに気づく。

　最初は髪飾りかとも思ったが、祭司が彼女を激しく突き上げているにも関わらず、それが取れたり緩んだりする気配はない。

　まるで、元々彼女自身から生えているかのように。

　反射的に、二人の結合部の方へと目をやった。

　鎧戸の隙間から確認するのは苦労したが、どうにか見えた。

　いつもの服を脱ぎ捨ててリリに精を注ぐ男の、胴に尻尾がゆるく絡みついている。

　つるりとした表面のそれは、サージにとってはよくよく見覚えのあるものだった。

　――淫魔。

〝神の東屋〟に、いていいはずのない生き物が、そこにいる。

　赤黒いツノも尾も祭司には見えているはずなのに、平然とその魔物を抱いていた。

　この村の祭司は、淫魔に取り憑かれている。

















13、錆びた鐘の音












　めちゃくちゃ不本意なことに、あの淫魔が好きだ。

　パトリックはリリの寝顔を朝日の漏れ入った部屋の中で見ながら、自分の感情を渋々認めた。

　勿論身体を繋げるのはこの上ない快楽なのだが、自分がリリに執着するのはそれだけでは説明できない事象だった。

　まず、最初はボロを出さないか心配なだけだったはずが、最近は危なげなく会話しているにも関わらず、彼女が誰かと笑い合っているだけで胸がざわつく。

　特に自分と概ね似たような年頃の男と喋っている時は、わけもなく不穏な気分になる。

　それが嫉妬であると気づくのに、さほど時間はかからなかった。

　柔らかい身体が好きだし、蜂蜜色の髪が好きだ。

　腕の中に閉じ込めると甘い匂いがするところが好きで、ふとした瞬間に目が合って微笑まれると心臓が跳ねる。

　今更、彼女のいない人生など考えられない。

　しかしリリの本性が淫魔である以上、パトリックが思い描いているような関係は築くことができないだろう。

　本人にも尋ねてみたが、淫魔は恋愛をしないらしい。

　生態レベルで片想いが確定してしまったパトリックの、心は重い。

　今のところは本人が始めた謎の勝負によって、パトリックのみを相手と定めているが、勝負がついたと認識するや否や、リリは他の人間を食い散らかすために姿を消すだろう。

　こんな人口の少ない集落など、そもそも淫魔にとってはリスクの高すぎる狩場だ。

　正体がバレてすぐさま殺されることはないだろうが、自分の配偶者すら蔑ろにして淫魔に集まる人間というのは少なからず存在する。

　結果的に恨みを買った淫魔が、人間の群れに退治される事件というのは何度もあった。

　頼めば、彼女が村を離れる時について行かせてもらえるだろうか？

　人間の寿命は有限で、淫魔の寿命はそれを遥かに上回る。

　一生懸命食糧としての自分を売り込んでみたところで、いつかはリリの腹を満たせなくなる日が来るだろう。

　そうなる前に、彼女がパトリックに飽きる可能性だって十二分にある。

　自分以外の人間が、リリに食われるところを想像すると、心臓が大きな手に握られているような気分になった。

　嫌だ。

　快楽に蕩けたリリの顔を、声を、震えを味わうのは自分だけでいい。

　いっそ彼女に自分の気持ちを打ち明けて、生きて使い物になるうちは自分だけを食料にしてもらえるように頼み込んでみるか。

　しかしそれが断られた時、自分は彼女の拒絶を受け止めきれるだろうか？

「んう……」

　パトリックの不穏な空気を感じてか、眠っているリリが小さく身じろいだ。

　自分が身体を起こしたせいでずれた毛布を、肩まで被せ直してやる。

　それから鼻の頭に毛先が触れて邪魔そうな前髪を、細心の注意を払って避けた。

　世話を焼かれていることに気づいているのか、リリはむにゃむにゃと不明瞭な発声をした後にふにゃりと笑って、再び規則的な寝息を立て始めた。

　こんな、なんてことのない姿すら一生見ていたいのだから、末期である。

　自分がすっかり淫魔に惚れ込んでいることが伝われば、彼女は勝利を確信して笑うだろうか。

　そのまま意気揚々と都会に消えられては困るので、自分がこの恋心を持て余しているうちは、彼女の前で認めるつもりはないが。

　ため息を一つついてから、浴室へと向かう。

　祭司服を着るのは、身を清めてからだ。

　寝ている間にかいた汗と、昨夜の交合の残滓をお湯で流していく。

　自分で作ったハーブの石鹸で軽く肌を洗えば、すっかりといつもの清廉な空気が戻ってくる。

　満腹で寝ているリリを寝台に残したまま、朝の仕事に取り掛かる。

　まずは二人分の食事を作り、寝室でまだ眠っているリリを起こす。

「起きなさい」

「ん…おはよ……」

　淫魔にも睡眠という概念はあるようで、朝はよく眠そうにしている。

　昨晩も散々に運動したので、疲れているのかもしれない。

　パトリック自身は、もうこの倦怠感にもなれてしまったが。

　最近は、食事の量が増えた。

　目を擦りながら、リリが緩慢な動きで寝台を出る。

　よろよろと廊下を歩き、開ききらない目蓋で食卓に座っている。

「ご飯、別になくても良いのに」

「一日の計は朝食にあるんだ、しっかり食べろ」

　淫魔は人間のような食事を必要としない。

　だから、リリにも作るのはパトリックの自己満足だ。

　サンドイッチを両手に持ってかじる彼女を見て、安心したいのかもしれない。

　彼女もまた、自分と少し違うだけの生物であることには違いないと。

　食べ終われば、次は裏の畑の世話。

　それも終われば、今日の礼拝のために聖書に目を通す。

　リリがうちに来て以来、さして変わりのない日常。

　一日の仕事を終え、夜に誰もいない礼拝堂で、誰にも明かすことのできない祈りを捧げた。

　敬虔な祭司であった自分は、もういない。

　しかし現状維持という選択肢は、選んだ瞬間に困難になるものだ。

　夜半にあのハンターが懺悔室に来た時、パトリックは不実の罰が下ったのだと思った。

「バラされたくなければ、あの淫魔を殺せ」

　懺悔室は黒い仕切りで遮られているので、サージがどんな表情でそれを言ったのかはわからない。

　パトリックに分かるのは、熱病が始まる前のように奇妙な力の入った声音と、それから彼がどこかでリリの正体を知ってしまったことだけだ。

　頭の中で、どこで失敗したのかを反芻する。

　淫魔の性質として、いくら容姿を変えられても頭のツノと長い尻尾だけは消すことができない。

　なんらかの手段でそれを確認することができれば、正体を看破するのは容易だったろう。

「清く正しい祭司様が、毎晩淫魔相手に腰振ってるなんて、バレちまえばこの村にはいられなくなるよなぁ…中央から破門されるのも、間違いないだろ」

　全身に粘つくような、悪意にまみれた声だった。

　しかしその内容は、真実を語っていた。

　もし自分の行いが明るみに出れば、神に仕える資格は失われてしまうだろう。

　己には堕落の烙印が押され、祭司を誑たぶらかした淫魔は無惨に殺される。

　中央はすでに様々な悪徳が蔓延しているが、だからと言ってなんの後ろ盾もない自分が魔物と通じたことを、見逃されることはない。

　ここまでか、と小さく息を吐く。

　事が明るみに出て、怒り狂った村人が押し寄せてくるまでにリリだけは逃してやらなければ。

　すでに神のことを裏切った身である、罪を増やすことを今更恐れはしない。

「……わかった。三日待ってくれ」

「ははっ、神様もあんたを許してくださるだろうさ…あぁ、死体はこっちに寄越せよ。祭司様にはわからねえ世界かもしれねえが、解体して物好きに売れば、良い金になるんだ」

　完全に自分の有利を確信したサージが、下卑た笑い声をあげた。

















14、鹿の尾を翻せ












「そういうわけだから、明日にでも村を出て行け」

　なんだこの急展開。

　深刻な顔でそう言い渡すパトリックを見ながら、私は軽く首を傾げた。

　さっき、あのハンターが懺悔のフリをして脅迫に来たらしい。

　教会に訪れる人間がいなくなってからコンタクトを取るとは、律儀なのかなんなのか。

　あとはヤるだけやって寝ようと思っていた私にとっては、寝耳に水である。

　曰く、私を殺して引き渡さないと、パトリックが淫魔と何回もヤッていることを公表する。

　パートナーのいない人間が同意の上で性交渉をするのが、どうしてそんなに禁忌として扱われるのだろうか。

　人間の価値観は時々、よくわからない。

　しかし自分に分からなくとも、彼らにとってこれは一大事なのだ。

「パトリックは、どうするの？」

「俺のことは考えなくて良い」

　そんなこと言われても。

　一緒に逃げればと思うが、パトリックの顔は未だに深刻だ。

　見つめていると、そっと目を逸らされた。

「――神を裏切ったんだ、罪を償わなければいけない」

　なんだそれ。

　瞬間的に、腹の底から怒りが湧いた。

　この人間は、淫魔と交わったことを罪と認め、罰を受けるらしい。

　聖職者が魔物と通じたことに対する罰というのは、どんなものなのだろう。

　怒り狂った人間たちに囲まれた淫魔は、本当に無惨な殺され方をする。

　パトリックは人間だから、もっと軽い制裁で済むのかもしれないけれど。

「私はとっくに堕落していた、お前の勝ちだ」

　いつも通りの厳いかめしい顔が、ほんの少し緩む。

　笑顔と言えなくもないような、微妙な表情のパトリックの目には、諦めの色が浮かんでいた。

　これのどこが、自分の勝ちと言える。

　この男は、まだ神のクソッタレへの忠義を捨てていない。

　罪が明るみになったからと、素直に罰を受けようとするなんて。

　結局、快楽よりも神を選ぶということだ。

「三日の猶予を取り付けた。だから、初日にお前が逃げるとは思っていないだろう。私の方でも、多少の小細工はしておく。だから、できるだけ早く逃げるんだ」

　了承した覚えのない計画を、パトリックが勝手に決めていく。

　明日サージは、リリの生死を確かめに礼拝に来るだろう。

　だから彼が教会に来た瞬間、リリは裏口から逃げ出せ。

　パトリックが語ったのは、大体こんなところだ。

　正直言って、穴だらけだ。

　サージが何人かにでも、私の正体を明かし協力を要請していれば、簡単に封じられる計画である。

　パトリックも急な話に混乱しているのか、もしくは元々人が良いせいで発想に至らなかったのだろうか。

　しかし彼の目は真剣そのもので、自分はどうなろうと私のことだけは逃がそうという意志だけは強く感じられた。

　それが余計に、気に入らない。

「……わかった」

　絞り出すように了承の言葉を伝えると、パトリックはあからさまに安心した様子で息を吐いた。

　横っつらを叩いてやりたいのを我慢して、深刻な顔の男を抱きしめる。

　布越しに、触りなれた祭司の癖に筋肉の詰まった感触がした。

「リリ？」

「最後にもう一回、良いでしょ？」

　頭上で、息を飲む音が聞こえた。

　見上げると、翠の目には確かに欲情の気配が見えた。

　頬に両手を伸ばして、口づけをねだる。

　パトリックが身をかがめ、望んでいた感触が訪れる。

　舌を絡めながら、どちらともなく寝台へと崩れ込む。

　祭司服にシワがつくのもお構いなしで、性急に私の服を弄まさぐった。

　体型を隠すローブをまくり上げ、日々の生活でざらついた手が肌に触れる。

　勤勉で心地いい、人間の手だ。

　初日以降はちゃんとつけている下着を、慣れた手つきで取り去られる。

　最近は焦らすことも覚えた男が、腰を撫でる。

　それだけで夜毎の快楽を思い出し、淫魔の本能が早く喰わせろと騒めいてしまう。

　もし自分が淫魔ではなくドラゴンだったなら、だらしなくよだれを地面に垂らして尾を叩いただろう。

　閨でのパトリックをここまで美味しく育てたのは、間違いなく私だ。

　淫魔なんて無理やり突っ込んでもたいして困らないのに、それでもパトリックは私のことを丁寧に解す。

　長い指がすでに潤んだそこへ侵入を果たし、柔らかい場所を確かめるように動く。

　自分の指では届かないような奥を撫でられて、背筋が粟立つ。

　これで最後なんて、冗談じゃない。

　準備の整った体内に、パトリックが肉杭を挿入いれる。

　待ちに待った、御馳走の感触だ。

　パトリックの分厚い体を抱きしめて、逃さないように密着する。

　奥の奥まで先端が入り込んで、一回目の果てはお互いあっという間に来た。

　背骨に快感が走って、腰のあたりが痙攣する。

　淫魔の食事とは、獲物が達する時に放たれる精気である。

　それを喰らうために淫魔は、ある程度自在に体液へ媚薬効果を含ませることができるのだ。

　一口目で気づかれないよう、徐々にその効果を増やしていく。

「はぁ…あ、リリ……っ」

　切なそうに私の名前を呼ぶ、このかすれた低音が好きだ。

　腕力もそこそこにあるくせに、決して私にあざを残さない手が好きだ。

　禁欲的なつもりで、その実並の人間よりも貪欲なこの男を、どうして気に入らずにいられようか。

　神の御許みもとなんて怖気のする場所に、返してなどやるものか。

「パトリック……」
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　ぎゅうと抱きしめると、背中に回った太い腕にも力がこもった。

　再び、律動が始まる。

　パトリックはまだ、自分の興奮がいつもより激しいことに気づいていない。

　元々、媚薬の力がなくても精力は旺盛だった。

　一度吐精した肉棒が、硬さを衰えさせることなく私の中をえぐる。

　パトリックが達するたび、私の腹は満ちて力が湧いてくる。

　しかし今の目的は、自分の食事じゃない。

「パトリック、もっと…！」

「あぁ」

　翆の目が、暗い部屋の中で私を見下ろしている。

　普段はあまり表情を動かさないくせに、今夜ばかりはいやに素直な顔をする。

　悩ましげに寄せられた眉間のシワを見れば、私を惜しいと思っていることがはっきりと分かった。

　体内で、パトリックの熱が放たれる。

　濃い精気が腹に満ちて、身震いしそうなほどの満足感。

　しかし、まだ足りない。

　尻尾をパトリックの腰に絡めて、もっとと強請ねだる。

　今夜が最後だと思ったからということもあるだろう、パトリックは際限なく私に応じ続けた。

　――精根尽き果てて、気絶同然に意識を失ってしまうほどに。

　満腹で眠いのはこちらも一緒だが、寝息を立てるパトリックの胴体の下から抜け出して、私は洗い替えの見習い服を着直す。

　窓を見ると、空が白み始める頃だった。
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「ごめんなさい、今日は祭司様が熱を出してしまって」

「おや大変だねえ、大丈夫かい」

「リリちゃんが居てよかった、看病してやっとくれ」

「ちょうどよかった、これ、煮込むと美味しいし消化にいいから」

　礼拝の時間に訪れた村人たちに祭司が寝込んでいると伝えると、皆あっさりと受け入れてめいめいに去っていく。

　サージは、私のことを村人たちに言いふらさなかったらしい。

　淫魔に痛い目に遭わされて里帰りしてきた男が、また淫魔に引っ掛かったなんて、そうそう明かせるものでもないのだろう。

　あの男のプライドの高さも、だんだんとわかってきた。

　今日の礼拝はなしだと聞いて解散していく村人たちの中で、サージだけが鋭い目でこちらを見ている。

　刺すような視線をあえて無視して、教会の中へと戻る。

　わざと鍵を閉めずに奥にある生活区域の通用口を通り、寝室へ。

　パトリックはまだ意識が復活しないようで、深く眠ったままだ。

　精力に満ちた隠魔が生成した、高濃度の媚薬で一晩中頑張ったのだ。

　最後には気絶同然に意識を失い、そうして今もそのまま目覚めずにいる。

　なかなか見ない無防備な寝顔を見て、ふと口元が緩む。

　こんなに長いこと、人間と過ごすことなんてなかった。

　それにまさか、自分が飽きなかっただなんて。

　この男が、幸せなら良いと思う。

　神なんかを崇めるのはやめて、私と一緒に快楽に耽ればいい。

　老いさらばえ、立ち上がることもできなくなったとしても、そばに私がいて最期まで楽しく過ごさせてあげるから。

　こんな感情は初めてだ。

　人間のような形ではないけれど、私は間違いなくパトリックのことが大好きだった。

　耳を澄ましていれば、古い床を軋ませる足音が聞こえる。

　集中していなきゃ聞こえないほどの、微かな音。

　寝室のドアが、静かに揺れる。

　サージが勘付く前に、部屋を覗き込もうとしたサージの首に自分の尻尾を巻き付け、思いきりこっちへと引っ張った。

　祭司が寝込んでいると知ったら、この男が何もせずにいられるはずもない。

　読み通りの展開に、思わず笑みが深くなる。

　反射的に抵抗する男の顔を両手で固定して、そのまま唇を合わせる。

　ここまでくれば、あとはやりたい放題だ。

　口づけを伝って高濃度の媚液を流し込めば、サージは目を見開いて崩れ落ちた。

　赤くなった目元と潤んだ瞳が、本人の状況を雄弁に語っている。

「あ、はぁ…、テメェ……っ！」

　何が起こったのか、サージ自身もよくわかっているのだろう。

　熱い息をどうにかいなしながら、私のことを目で威嚇している。

　追われていた時には、この男がどうしようもなく怖かったものだけれど。

　動けなくなったサージを部屋の中へ突き飛ばしてから、あらかじめ用意していた縄で縛る。

　つい遊び心が出てしまい、無駄に芸術的になってしまった。

　布を押し上げて主張する陰茎をさっさと出して、床に転がしておく。

「騒がないでね…こんな格好で見つかったら、恥ずかしいでしょ？」

　そう言って見下ろすと、サージの茶色い目が怒りにぎらぎらと燃えた。

　いくら殺気を向けてこようと、今は臨戦体制の股間を丸出しにして縛られている滑稽な姿である。

　空腹ならせっせと食べたかもしれないが、ひとまずは放置して教会の正門を閉めにいく。

　どの扉にもきっちりと鍵をかけて、準備は完了だ。

　鎧戸を締め切ったせいで薄暗い部屋の中、サージが縛られて転がっているのを眺める。

「俺をどうする気だ」

「あれ？　もしかして、淫魔が何するか知らない？」

　そう言ってサージの顔を覗き込む。

　もちろん、嫌がらせだ。

　サージの方もよほど嫌だったようで、細い眉がぐしゃりと歪んでいる。

「何して欲しい？　何されたい？　何回も何回もイかされて、冬木の枝みたいにからからにしちゃおうか。それとも一日でも三日でもずーっとずーっと焦らされて、最後に一生で二度とできないような絶頂して馬鹿になっちゃう？」

「やめろ、近づくな…！」

「私が命乞いした時、優しくしておくべきだったね」

「何を言って……」

　淫魔の特殊能力として、その場にいる人間の理想の姿をとることができる。

　だからサージの好みを採用して変身すれば、もっと彼を乱すことが可能だろう。

　しかし私は今、この姿が気に入っている。

　パトリックが望んだ、現実味の薄い美しい女。

　今まで現実に女性と特別な関係になったことなど、一度たりともないのだろう。

　大抵の場合、理想の相手というのは過去の恋を引き継いだものになる。

　だからあまり極端な美女には、意外とならないのだ。

「で、どっちがいいか決めた？」

　淫魔は、人間に友好的な種族だ。

　他の多くの魔物と違って、獲物を殺すメリットがないからだ。

　しかしそれは、だからといって淫魔が安全な生物であることを意味しない。

　神のクソッタレの教えも、一面では正しい。

　自分の人生が惜しいのなら、全ての魔物と関わるべきではない。

　相手がただの人間とさほど腕力の変わらない、淫魔であっても。

　サージは全身で縄を解こうと暴れてみたが、結局どうにもならなかった。

　毎晩の食事で力が漲った淫魔に媚液を仕込まれたのだ、たとえ何処かに刃物を仕込んでいても、まともに動けるはずもない。

　徐々にどうしようもないことを理解し始めたサージの、茶色い目に絶望が宿った。

　獲物の心が折れたことを察し、勝利を確信する。

「それじゃ、楽しもうか」

　息を呑むサージの前で、私はとっておきの笑顔を見せた。

















15、いきて戻らぬ物語












　目が覚めた時には、部屋中にむせ返りそうなほど淫蕩な気配が満ちていた。

「あ、あ、もう無理だ、頼む…は、ぁあ……」

「あんなに出したのにまだ欲しいの？」

「ん、ぐ…はぁ…だって……」

　日が暮れ始め、鎧戸の閉まった部屋はかなり暗い。

　しかし先ほどまで意識を失い暗闇に慣れていた己の目には、何が起こっているのかがはっきりと見えた。

　目の前の光景に、パトリックはしばし言葉を忘れる。

　寝室の床の上、二人分の影が蠢いていた。

　片方はもう見慣れた、人間のふりをしている淫魔だ。

　もう片方は、複雑な縄目に動きを封じられた、青年である。

　ここからでは顔がよく見えない。

　しかしそれが誰であるかは、確かめずとも分かった。

　あのハンターだった男。

　それがどういうわけか、パトリックの寝室で喘いでいる。

　上に乗った半裸のリリが、嗜虐的な笑みを浮かべそれを見下ろす。

　暗い部屋の中で、その横顔だけがほんのりと光っているかのようだった。

「お願いだ、も、許して……あ、あ、あぁっ」

「だーめ」

　リリの下で悶えていたサージが、すすり泣きのような声を出す。

　彼女に擦り付けて達そうとしていたのに、ひょいと腰を上げてそれを阻まれてしまったのだ。

　どれくらいの時間弄ばれていたのか、彼の声には力がない。

　昨夜懺悔室で聞いた悪意は、すっかりと霧散していた。

　ここにいるのはただ、魔物に貪られ命乞いをする無力な人間だ。

　リリはご機嫌に、尻尾を空くうにくねらせている。

「もうたくさんイったのに、まだ足りないの？」

「うぐ、ん、ああっ、んんっ、頼む…っ」

「あはは！」

　リリが哄笑こうしょうすると、その下からまた啜り泣きのような声が聞こえた。

　思わず、息を飲む。その気配を察したのか、リリがこちらを見た。

　捕食に興奮しているらしく、ピンクの目が爛々と光っている。

　叶うことならば、自分だけが見ることを許されていたかった、美しい色。

「リリ……」

「ああ、おはようパトリック」

　自分の行いに疑問はないようで、こちらに向けてくる笑顔は無邪気なものだ。

　呆然とするパトリックを置いたまま、行為は続行される。

　満足に身体を動かすこともできないサージが、どうにかリリの肌に陰茎を擦り付けようともがいている。

　しかしリリの方は慣れたもので、彼の方を見もせずにそれを避けた。

　サージが射精をできるのは、リリが許した時だけらしい。

　寝起きの自分でも、それが一目でわかるような露骨な構図だった。

「何を、しているんだ」

　喉が乾いて、張り付いている。

　絞り出した質問に、リリがキョトンと首を傾げた。

「セックス」

「それは見ればわかる…私が聞きたいのは」

「なんでサージとセックスしてるかってこと？」

　声を出すのも少々難儀だったので、頷いて済ました。

　緊縛したサージを貪る彼女は、ほとんど服を着ていない。

　いつもの見習い服ははだけられ、彼女が動くたびに豊満な乳房が揺れる。

　大胆に捲り上げられたスカートから、白い太腿が見える。

　自分が抱いている時よりも露出は少ないくらいだが、その姿は妙に鮮明で煽情的だった。

　昨夜散々欲を吐いた場所が、熱を持ち始めるのを感じる。

「普通は、メリットがないからやらないんだけどね。淫魔の媚液を高濃度でくらうと、もう人間同士のセックスじゃ満足できなくなるの」

「ひぅ、あ、あぁ…あ」

　彼女の言葉に信憑性を与えるかのように、サージが喘ぐ。

　理性のひとかけらも感じられないその声が、何よりもリリの言葉が真実であると証明していた。

「だからこいつ、もうパトリックを脅せないよ」

　言いながら、すでに何度も絶頂を迎えたらしい肉棒の先端をリリが指で弾く。

「私が死んだら、こんな田舎じゃもう一生代わりは見つからないもんね？」

　うっすらと浮いた腹筋をリリがつうと撫でると、サージはビクビクと痙攣した。

　上気した頬には、涙が流れたあとがついている。

「あ、あぁ。もう殺さない、内緒にする、俺があんたらを守る、守るから、だからはやく…っ」

「よくできました」

「あ、あーっ」

　サージの必死の宣言を聞いて、リリが腰を落とす。

　待ち兼ねた感触を竿で受け止めたサージは奥まで達するか達しないかのうちに、絶頂の声を上げた。

　これはなんだ。

　いっそ悪夢であると、誰かに断じてほしいほどの淫蕩な光景。

　この暗い寝室の支配者は、間違いなく目の前で腰を振る淫魔だった。

　汚らわしい様子であるはずなのに、嫌悪感は湧いてこない。

　ただ彼女の滑らかな肌から、目が離せないのだ。

　倦怠感に支配された身体を引きずって、寝台から降りる。

　木張りの床に、鈍い音を立てて膝をついた。

　サージは自分のことで精一杯のようで、定まらない視線でリリを見ている。

　金の髪が、動きに合わせて揺れた。

　ピンクの目が輝きを帯びて、パトリックを見る。

「好きなんだ…リリ……」

　ほとんど、ささやきのような声だった。

　まるで神に祈っているときのような、切実で真剣な声。

　とうとう口先ですら神を裏切ったパトリックを見て、リリはまた無邪気に笑う。

「嬉しい！　私も、大好きだよパトリック」

　下半身でサージを咥え込んだままのリリが、パトリックの首に腕を回す。

　他の男の匂いが染みついているせいで、神経が逆撫でされた。

　それなのにどうしてか、頭がおかしくなりそうなほど興奮するのだ。

「ねえパトリック、人間の寿命なんかすぐに終わっちゃうけど、生きてる間はずっと一緒にいようよ」

　自分が抱えていた悩みを、リリはあっさりと呑みこんで言った。

　魔物らしい、人間の感性を一切無視した言い草だった。

　パトリックは、自分の中に未だ道徳に対する未練があることを自覚する。

　魔物に恋をしておきながら、ごく平均的な人間のように恋愛をしたいと思っていた。

　しかし彼女の申し出は、パトリックの願望を打ち砕くものだ。

　今後、リリは機会があれば何度でも他の人間と交わるだろう。

　なんの呵責もなく笑う彼女を見て、そう確信した。

　目の前で他の男と交わっておきながら、こうして無邪気に笑うのだから。

　断るべきだ。

　自分が今後、この関係に耐えられるかは怪しい。

　理性はそう主張するのに、結局パトリックは頷いた。

　どんな地獄に連れていかれるにせよ、彼女なしの人生よりはマシだ。

















16、無精製ライスシャワー












　礼拝の鐘が鳴り、村人たちが朗らかな顔で古びた教会へと集まってくる。

　頭巾カーチフから金の前髪を出した女が、それを嬉しそうに迎え入れる。

　礼拝堂ではいつも通りの説法が始まり、村人たちは刺激がないながらも平和な日々を謳歌していた。

　収穫の季節が終わり、人々は冬を越すために蓄えを始めている。

「リリちゃん、いつものお菓子」

「わ、ありがとうございます！」

　老婆が手渡したクッキーを、見習いが嬉しそうに受け取った。

　そして微笑ましく見つめてくる老婆に向け、土を落とした芋を差し出す。

「これ、裏の畑で取れたんですけど…私が初めて育てたお芋なんです」

「あらあら、お婆ちゃん感激しちまうわぁ。じゃ、今日はこれ使って晩ご飯作ろうかね」

「嬉しい！」

　見習いが笑うと、老婆も笑う。

　少し前にふらりとこの村にやって来た彼女だが、もうすっかりと村人たちに受け入れられていた。

　見習いが女たちと話に花を咲かせているのを遠巻きに見ながら、独り身の男たちが今夜の話をする。

　刺激の少ない村での楽しみと言えば、夜に仲間と集まってうだうだと話すことくらいなのだ。

「サージ、今日は飲み会どうする」

「俺はいい、教会の手伝いをしてから寝る」

「おおそうか、頑張れよ」

　最近村に帰ってきた猟師の青年は、見習いの女に夢中だ。

　村の人間たちも、彼の奮闘を暖かく見守っている。

　だから邪魔をしないようにと、他の人々が手伝いを申し出ることはない。

　とは言え、元々小さな教会だ。

　祭司と見習いがいれば、それで手は足りているのだが。

　礼拝が終わると、今度は子供たちに字を教える時間だ。

　人数が集まり切る前に、礼拝堂を片付けて勉強ができるようにしてやらなければいけない。

「――今日も、手伝ってくれるのか」

　無愛想な祭司が、礼拝堂に残ったサージを見てむっつりと言う。

　彼は自分以外の成人が見習いに近づくことを、よく思っていないのだ。

　博愛を説く聖職者が、形無しである。

　サージは自分よりも少し背の高い男を見上げて、挑発的に笑って見せた。

「あぁ、猟師は村の中じゃそれなりに暇でね」

　週のほとんどを森で過ごし、村に戻ってくれば教会の手伝いをする。

　そんな生活なので、最近は周囲との付き合いもとんとご無沙汰になってしまった。

　しかしサージは困っていない。

　村人たちとの関係性は、そこそこでいい。

　今の彼にとって大切なのは、もっと別のものだ。

「二人とも、そろそろ子供たちが来るんだけど」

　睨み合って動かない男二人に、リリが声をかける。

「あぁ、そうだな。そろそろサージにはお引き取り願おうか」

「おいおい、俺だって文字は得意な方だぜ？　手分けして教えた方が、うまくいくだろう」

「二人とも」

　リリが腰に手を当てて睨んでくるが、こうなって仕舞えばお互いに先に引くのは癪だ。

　サージとパトリックは、一緒にいる時はほとんど毎回小競り合いをしている。

「……今日頑張った人から、夜は先に可愛がってあげる」

「本当か！」

「日が高いうちに露骨なことを言うな！」

　淫魔の言葉に、さっとサージが身を翻して黒板を取りに行く。

　素直に動き出す男の背中を見て、祭司が苦々しいため息を吐いた。

　リリを批判したパトリックの方も、子供たちの気を引くためのお菓子を用意しに行く。

　二人の男は、今や完全に淫魔の虜だった。

　とは言っても、サージとパトリックは少しずつスタンスが違う。

　サージが欲しいのはリリがくれる、極上の快楽だけだ。

　反対にパトリックが求めているのは、リリの心である。

　魔物からの愛など、もらった方が損するのに健気なことだとサージは思う。

　この堕落した祭司は、リリとできるだけ長く一緒に過ごすため、よその男の存在すらも認めた。

　まったく、大した愛情である。

　夜に自分がリリと交わっている時には、翠の目をぎらぎらさせてサージの方を見る。

　淫魔の媚液がなければ、縮み上がって使い物にならないところだ。

　もうこんなただれた関係を持って数ヶ月は経つが、まだ腰を振っている最中に噛みつかれたりはしていない。

　しかしこいつと仲良くなることは、今度もないだろう。

　自分の方こそ先にリリと交わるべくせっせと働くパトリックを眺めていると、再び目が合った。

「……なんだ」

「お前、よく我慢してるよなって」

　手持ち無沙汰だったのも後押しして、サージは前から思っていたことを呟いた。

　パトリックが苦い顔をするかと期待した、嫌がらせの言葉でもある。

　しかしサージの期待に反して、寡黙な祭司は息を吐いた後冷静な様子で口を開く。

「淫魔と添い遂げようと思ったんだ、お前のことくらいでいちいち過剰に反応はしてられん。しばらくは私とお前の二人で満足してくれると言うんだから、今のうちに慣れておく」

「は？」

「当たり前の話だが、そのうち飽きて他の人間も食うだろうな」

「この村でか？　無理だろ。四、五人食えば流石にみんなも勘付く」

「だったら、他の場所に行くだけだ」

　けろりと言われて、何度か瞬きをした。

　この男は、とことんまであの淫魔に入れ込んでいるらしい。

　二人――というか淫魔が移動するなら、サージもそれについていく必要がある。

　何しろもう、彼女なしでは生きられない体にされてしまった。

　しかしスネに傷を持つ自分が、その辺の村や街を渡り歩いていればいつ例の貴族に気づかれるかわからない。

　向こうは忘れている可能性も十分にあるが、自分の命が掛かった局面で楽観はできない。

「引っ越しは困る、定住しろ」

「だったら、お前が頑張って工夫することだな」

　祭司にとっては、自分以外の人間など淫魔についていない方がいいのだろう。

　すげなく突き放されてしまった。

　サージは少し考える。

　食い飽きると言っても、そこまで短いスパンではないはずだ。

　何しろ淫魔は、元々数週間に一度の捕食で腹が満ちるような魔物だ。

　今の毎晩毎晩人間を貪っている状態の方が、イレギュラーなのである。

　だから、多分一年に一人程度獲物が増えればいい。

　ある程度の数になれば、それをローテーションしていけば飽きもこないだろう。

　この村は辺鄙な場所にあるが、おかげでたまに迷い人が来ることがある。

　森で狩りをしている最中に、方向を見失った旅人やらの世話を焼いたこともある。

　ああいうのを時々勧誘してきて、自分のように淫魔の媚液漬けにして仕舞えばいいんじゃないだろうか。

　よし、それで行こう。

　礼拝堂の扉が、忙しなく叩かれる。

　昼食を終えた子供たちが、勉強をしにやってきたのだ。

「いらっしゃい」

「こんにちは、リリ！」

　歓迎している見習い祭司が淫魔であるとは思いもしない子供たちが、屈託のない笑顔で挨拶をする。

　この居心地のいい空間で、いつまで過ごせるだろうか。

　子供達の笑い声が響く礼拝堂の中、サージは堕落した祭司の代わりに、神様へとできるだけ長く平穏が続くように祈ってやった。







〈了〉
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